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1　はじめに

ヨーロッパ統合は経済的･政治的なそれだけでなく､社会的な統合に進みつ

っああり､さまざまに新しい可能性と､重い問題とをわれわれの眼前に提示し

つつある｡また､ヨーロッパ統合史の研究も､社会的な背景や社会的な側面に

まで及びつつある｡その結果､ ｢ひとつのヨーロッパ｣は近現代のネインョン

やナショナリズムを克服し､それに取って代わって育つという通俗的なイメー

ジは大きく修正されてきた｡むしろ､この分野の研究者の間では､ナショナ

ル･アイデンティティやいわゆる愛国心に比して､ ｢ヨーロッパ･アイデンテ

ィティ｣あるいは｢ヨーロッパ･パトリオティズム｣とも呼ぶべき心性がきわ

めて微弱であることは共有された認識であるといって差し支えなかろラ(I)｡

これについての一つのありうる解釈は､ ｢ひとつのヨーロッパ｣は歴史が浅

いがゆえに強固なアイデンティティやパトリオティズムは定着しえていないの

だというものであろう｡だが､歴史の浅さはパトリオティズムの弱きを説明し

ない｡本章が繰り返し強調することだが､近代のナショナル･アイデンティテ

ィや愛国心はしばしば　ネインョン形成の初発の段階から､あるいは国民国家

が形成される以前にすでに強力であった｡ ｢ひとつのヨーロッパ｣の形成過程

はすでに半世紀を越えているが､この点でネイションの歴史とは際立った相違

を見せている｡

より正確に論ずるなら､理性ないし合理性のレヴェルでは､ネインョン/ナ

ショナリズムに拘泥するより､ひとつの市場､産業･通商政策の国際的な調和､

また｢ヨーロッパ合衆国｣のような連邦主義の方が有利であり､望ましいこと

は､すでに戦間期から知られていた(2)｡戦後も､ヨーロッパ諸国のさまざまな

世論調査は､エリート/高学歴層においてヨーロッパへの支持が強く､議会よ

りも国民投票は概してヨーロッパ頃合淡で､ネイションに固執していることを
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示している｡つまり､ここで問題にしているアイデンティティやパトリオティ

ズムとは､理性や合理性の範疇として表現しうる心性ではなく､むしろ情緒､

感性や､身体感覚のレヴェルで捉えなければならない心性なのだ｡

さらに過去を瞥見してみればわかることだが､情緒･感性･身体感覚のレヴ

ェルでネインョン/ナショナリズムに比して弱いのは｢ひとつのヨーロッパ｣

だけではなかった｡

長い19世紀は､現在も語るに値し､無視すべからざるものを多く生み出し

た｡第-に､自由･人権･民主主義などの普遍化されうる理念であり､第二は

インダストリアリズム(3)､第三はネインョン/ナショナリズム､そして第四は

社会主義･労働組合主義の思想･運動である｡このうち第-と第二は､ネイン

ョン/ナショナリズムと整合するように自己を調整しながら展開してきたが､

社会主義･労働組合主義は､しばしば｢インタナショナリズム｣を標椋し､人

氏(people)のアイデンティティや帰属意識をめぐってネインョン/ナショナ

リズムと競合してきた(4)｡そして､ ｢長い19世紀｣と｢短い20世紀｣の経過

の末に､社会主義/労働運動がネインョン/ナショナリズムに対して衰微して

いることは明らかであろう｡社会主義/労働運動は理論･理性のレヴェルでネ

インョン/ナショナリズムよりも優位に立とうとし､情緒･感性･身体感覚に

おいてもネインョン/ナショナリズムと類似の歌､シンボル､運動様式を用い

て､人民の帰属意識を調達しようとしてきた｡両面での優位を指向する社会主

義/労働運動の挑戦を退けうるほどに､ネインョン/ナショナリズムは強固で

あったのだ(5)｡

本章は､ヨーロッパ･アイデンティティの弱きというテーマに関心を寄せる

が､なぜ弱いのかを社会心理学的に解明しようとするわけではない｡あるいは､

ヨーロッパとネインョン/ナショナリズムの競合関係を直接に論じようとする

わけでもない｡むしろ､社会主義/労働運動の｢乗っ取り戦略｣を敗退させた

ほどのネインョン/ナショナリズムの､例外的な強さを浮かび上がらせること

から､このテーマに接近しようという試論である｡以下､第2節ではヨーロッ

パ･アイデンティティの脆弱さという問題のありかを､ネインョン/ナショナ

!巨
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リズムの歴史とも対比しながら､特に社会保障とそれを支える心性に注目して

探る｡第3節では､ナショナル･アイデンティティを情緒･感性･身体感覚の

レヴェルで担った国歌に注目することにより､ネインョン/ナショナリズムの

根強さを､労働運動/社会主義というアイデンティティのもう一つのオルタナ

テイヴと比較しながら､明らかにする｡

2　ネインョン/ナショナリズムとヨーロッパ

(1)アイデンティティと｢外｣･｢異物｣

ここで､まず提示したいのは､以下のような単純な仮説的な命題である｡す

なわち､自己の日常生活上の集団を超えた大きな集団(たとえば民族やネイシ

ョン､あるいは階級など)にアイデンティティを共有しうるようになる歴史は､

同時にその｢外｣に敵や脅威を､内側に｢異物｣を発見し共有してきた歴史で

ある｡このように､ ｢外｣と｢異物｣に注目するなら､ヨーロッパの人々が､

ヨーロッパというアイデンティティを意識し､ヨーロッパという共通の空間を

自覚するようになったのは､第二次大戦後が初めてではないといいうるだろう｡

アケメネス朝ベルンアの脅威を共有したギリシャの諸ポリスが連帯したのをヨ

ーロッパ統合の前史だと言ったら異論が出るかもしれないが､ ｢自分たち｣の

外側に｢敵｣や｢脅威｣を､内側に｢異物｣を"発見"することが､場合によっ

てはそれらを"捏造"することが､共通の意識の培養基になるという社会心理学

的な単純な命題は決して軽視すべきではない｡

I)中世のヨーロッパ

中世においてすでに､僧侶･学者のような知識人や､石工のように高度な技



222

術者集団に限られていたこととは思うが､ヨーロッパのアイデンティティや空

間意識は発見できるであろう｡では､なぜそれは可能だったのだろうか｡こう

したことを考えるのに三つのポイントを設定してみたい｡第-は､外に敵ない

し脅威があるという意識を共有することである｡もはや地中海は｢われらの

海｣ではなくなっていたから､外の脅威に軍事的な性格があったことは否定し

えないにしても､中世ヨーロッパにとって｢外｣の意味はそれを超えていた｡

彼らの束･南･西にはキリスト教のもう一つの正統を継承するビザンテイン帝

国と､イスラーム帝国が存在していたが､そのことはヨーロッパ中世の知識

人･技術者にとっては次のようなことを意味していたであろう｡すなわち､ロ

ーマ法を自分たちよりもよく継承してきた者は自分たちの外におり､ローマか

ら受け継いだ潅漑･水利･土木･建築の技術も外部の方が優れているというこ

とである｡ここで､ ｢外の脅威｣とは軍事的･政治的であるだけでなく､むし

ろ文化的･技術的なそれであった｡

第二に､外部に脅威を発見して､あるアイデンティティが形成されるという

ことは､そのアイデンティティを共有した人々の内部が一枚岩になったことを

意味するわけではない｡ヨーロッパの内部には､地域､民族､言語､宗教､君

主などさまざまな点で相違があり､そこには摩擦や軋轢がはらまれていた｡し

かし､それゆえにこそ､外の巨大な存在に比して自分たちの細かく分かれたあ

り方を省みることができたのだし､その結果､現実には制約されないより広い

アイデンティティを生み出すことができたのであろう｡

第三に､ヨーロッパという意識が形成される過程では､上述の多様性がすべ

て保有されたのではなく､ ｢辺境｣や｢少数者｣は揺り潰されていった｡たと

えばケルトの異教的な文化はそのものとして生き続けることができず､ゴシッ

ク建築やキリスト教の中に紛れ込んでしぶとく生き残るしかなかったように思

われる(6)｡アルビジョワ派､カタリ派､テンプル騎士団や錬金術に対する執拗

な弾圧の背後には､ ｢内なる異物｣が東方の脅威と連接しているという恐怖心

が作用していたとも考えられよう｡
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2)近代のネインョン/ナショナリズム

近現代のネインョンとナショナリズムの形成過程にも､これら3つのポイン

トを発見できよう｡第-に､ネインョン･ビルディングの過程に､外側の脅威

が､しばしば　きわめて意識的に構成されたことはあまりにもよく知られてい

る｡もっとも､そこではヨーロッパの中の他のネインョンや帝国が外敵とされ

たのであって､ ｢自分たち｣の大きさはヨーロッパ大から､現在われわれが知

っている国民国家のサイズへと､はるかに縮小した｡第二に､ネインョンはそ

の内部に階級､民族､地域などの摩擦･対立を抱えており､それゆえに｢ネイ

ンョン｣は常に政治的な言説であり続けたし､ナショナリズムは先鋭化したと

も考えられる｡人々があるナショナル･アイデンティティに括り込まれたから

といって､彼らの階級意識が希薄化したわけではない｡また､強烈な階級意識

を有する者たちがナショナル･アイデンティティに突き動かされて国際連帯に

進むというのも､社会主義･共産主義運動史にはよく観察される事実である｡

第三に､むろんネインョン内部のさまざまな個性がすべて保有されたわけでは

なく､この2ないし3世紀の間に消滅していったおびただしい少数言語の例(7)

がよく物語るように､ ｢辺境｣と｢少数者｣は､ここでもやはり揺り潰されて

いったのである｡

3)第二次大戦後のヨーロッパ統合

では､戦後のヨーロッパ統合の過程にも､上述の三つのポイントが発見でき

るだろうか｡外側の脊威は明瞭に作用している｡しかし､それは重層的でもあ

った｡アメリカは自国を中心とした自由貿易秩序の中に世界を取り込もうとし､

ソ連は第二次大戦を経てヨーロッパの内部に無視できない影響力を確保してい

た｡この二つの脅威が対抗する冷戦状況のただ中に自分たちは存在し､復興を

成し遂げなければならないというのが1950年のヨーロッパであった｡また､

1970年代以降､経済大国として台頭してきた日本も外的脅威のリストに付け

加えることができるであろう｡もちろんヨーロッパの内部には摩擦や対抗があ

り､経済的ナショナリズムの存在がヨーロッパ石炭鉄鋼共同体成立の一つの条

Li
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件であったことはよく知られている｡

4)ヨーロッパ･アイデンティティの未成熟

このように､ネインョン/ナショナリズムの歴史とヨーロッパ統合の歴史は

類似性を見せるが､少なくともこれまでのところ､その類似性は完全ではない｡

たとえば　ヨーロッパ統合の過程でいかなる｢辺境｣や｢少数者｣が揺り潰さ

れたのかは明瞭でない｡あるいは､ ｢ひとつのヨーロッパ｣への道程はいかな

る｢内なる異物｣を際立たせたのだろうか｡国民国家の中の辺境や少数者はむ

しろ統合の進展とともに活性化しているといってもよいが､そこから､国民国

家が揺り潰されつつあるのだと断定するのは早計のように思われる｡ヨーロッ

パはその内部の国民国家を完全に代替しようとするプログラムを示しているわ

けではないし､国民国家を成り立たせてきたナショナル･アイデンティティが

弱くなったとは言い難い｡

統合を発展させてきた半世紀の時間にもかかわらず､ヨーロッパ･アイデン

ティティあるいはヨーロッパ･パトリオティズムは未熟で､大衆的な基盤も弱

く､その点ではいまだにネインョンの方がはるかに強い｡この点でも統合史は

ネインョンの歴史と相違するように,思われる｡相変わらず､フーリガンたちは

｢ナショナリティ｣で括られて暴れているのであって､決してヨーロッパ･ア

イデンティティを帯びない｡オリンピックにヨーロッパ連合統一選手団が参加

したら､メダル獲得数では圧倒的に優勢となるにもかかわらず､おそらく多く

の人は興ざめするであろう｡大衆的な情緒･感性･身体感覚のレヴェルではヨ

ーロッパが脆弱であることがここに示されている｡

これに比べるなら､ネインョン/ナショナリズムは早くから､強烈なアイデ

ンティティとパトリオティズムを調達しえてきたし､それを表示しうる歌やシ

ンボルを保持してきた｡あるいは､そうした歌やシンボルを保持することでネ

インョンは強固に構築された｡次節で詳説するところだが､ ｢ラ･マルセイエ

ーズ(LaMarseillaise)｣はフランスというネインョンの形成され始めるとと

もに歌われたし､ ｢ドイツの歌(DasLiedderDeutschen,Deutshclands-

Pl
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lied)｣や｢ラインの護り(DieWachtamRhein)｣はドイツという政治的実

体が完成される前に事実上の国歌になっていた｡幸いなことに､現在のヨーロ

ッパはこのように排他的で野蛮な歌を持っていない｡歌に注目するなら現在ま

でのヨーロッパが保持しえだのは､シラーとベートーヴェンの普遍的人類愛の

歌｢歓喜に寄す(OdeandieFreude)｣-｢ヨーロッパ讃歌｣である(8)｡これは

作詞･作曲の時代の啓蒙主義や理性の響きを帯びており､また､この歌の採用

を最初に提案したクーデンポーフ-カレルギの理想主義を反映しており､ヨー

ロッパ諸国歌の情緒的･感性的で､ときに自己陶酔的､あるいは野蛮で血腫い

響きとは大きな相違を見せる｡こうした歌がヨーロッパ讃歌の位置を占めてい

ることは､ヨーロッパの外から見ればひとまず安心できることなのだが､ ｢ヨ

ーロッパ｣に向かうアイデンティティやパトリオティズムの質が､これまでの

ところネインョンに対するそれとはかなり異なることを端的に表現している｡

なぜ､ヨーロッパ･アイデンティティはこのように普遍的･理性的であって､

大衆的で情緒的な要素が育たなかったのだろうか｡

今後､状況が変わって､何者かがアジア､アフリカ､アメリカに重大な脅威

を``発見''して､ ｢ヨーロッパ｣を防衛しようと鼓吹すれば排他的で野蛮な

ヨーロッパ意識が席巻するようになるのだろうか｡それとも､ヨーロッパ意識

とナショナリズムは本質的に異なるから､そのようなことは起こりえないのだ

ろうか｡ついでに言えば現在の東アジア･東南アジアでは､ ｢アジア･アイ

デンティティ(1esidentitesasiatique)｣といっても大日本帝国の亡霊と間違

われるのが関の山であろうから､われわれはヨーロッパよりはるかにナショナ

ルな､さらにナショナルですらないローカルな環境に住んでいることになる｡

ヨーロッパ統合史と比較可能であり､また比較することに意味があるのは中国

史ではないかと考えているが､ここで､その点に立ち入る余裕はない｡

(2)福祉社会における｢内なる異物｣

大衆的で情緒的なアイデンティティは､ネインョン/ナショナリズムの基盤
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であるだけでなく､福祉社会の基盤でもあった｡しかも､そこにも｢外なる脅

威｣と｢内なる異物｣は作用していた｡

1) ｢寄る辺｣の喪失

現在の日本でもヨーロッパでも､かつての村や町といった地域的な共同体は

完全に消滅し､家族も解体寸前といって過言ではない状況にある｡こうした

｢寄る辺｣は､ 20世紀に入ってなお福祉社会を裏で支えてきた隠し資産であっ

たが､人々はそこに寄ろうにも､いまやそれらは頼りがいのないものになり果

てている｡擬似的な共同性を構成してそれを帰属意識や生産性の向上に利用し

てきた企業(9)は急速にドライな存在に変貌しようとしている｡かつて国民の福

祉を首位の目標の一つに掲げた国家はその重荷を何とか軽くしようとしている｡

弱い個人-私は､それが人の本質であって､ ｢強く､たくましく､自立する

個人｣とはフィクションだと考えている-が｢寄る辺｣を失った状況は安定

的には持続しえないから､現状は危険で､しかも流動的である｡ヨーロッパ社

会モデルは｢寄る辺｣をヨーロッパ規模で再編しようとする試みとも解釈でき

るから､日本の現状からも大いに注目すべきだが､ここで問題にしたいのは社

会政策が内部の異物をどのように処過しようとするのかということである｡

2)異物の流入と滞留

かつての共同体や家族ならば｢客人｣としての存在以外に､内部に異物

(alien)が流入し､長期間滞留するということは稀であった｡ところが市場経

済では外国人労働者は否応なく流入し滞脅する｡もちろん受け入れ国の労働市

場に彼らへの需要があるから流入･滞留するわけで､招かれなかった存在だと

いうことにはならないのだが､彼らに｢客人｣の身分が与えられるのは稀であ

った｡西ドイツは1950-60年代の高度成長期に連邦政府の積極的な関与のも

とに外国人労働者を募集し､彼らに｢客人労働者(Gastarbeiter)｣(10)という名

を与えた｡しかし､ 1973年のオイルショック以降､外国人労働者の新規募集

は停止され､彼らはドイツ社会のさまざまな場面で｢よそ者労働者(Fremd-

青
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arbeiter)｣へと変質させられた｡ 1980年代後半から90年代初頭にかけて､日

本で企業も国家もまだ今ほど身軽になろうとはしていなかったころだが､企業

は外国人には長期雇用のオプションを-外国人側から要望はあったにもかか

わらず-用意しなかったし､国家は外国人労働者への社会サービスの提供を

渋り､ついには福祉国家の最後の安全弁ともいうべき生活保護法の適用を閉ざ

すようになった(1990年10月に厚生省は生活保護法第34条の医療扶助の急

迫保護規定を不法就労外国人には適用しない旨の指導を始めた) (ll)｡

3)福祉社会における異物

福祉国家は国民の福祉に責任を負い､そのために私的所有権や自由を若干制

限して､国民を社会連帯(solidalitesociale)の機構に組織する｡国民諸個人

の側では､見ず知らずの他人ではあるが｢同胞｣だから助け合うという観念が

福祉国家の心理的な基盤であり､それはネインョンとナショナリズムと総力戦

の体験を経て形成された｡それゆえ福祉国家は国民でない者(非｢国民｣)の

福祉には責任を負おうとはしないし､そのことで国民から責められることも少

ない｡合法的に入国し在留する外国人なら準｢国民｣の扱いを受けるが､不法

就労･滞在する外国人は文字通り法｢外｣な存在であり､それゆえ､たとえ彼

らがその国の経済の重要な一部-国民が就きたがらない職種-を支えてい

るとしても､福祉国家は彼らの面倒を見るわけにはいかない｡福祉国家には異

物を際立たせる働きがある｡

福祉国家前史を振り返っても､ビスマルクの社会保険が､ ｢内なる異物｣を

際立たせる社会主義者鎮圧法と組み合わされていただけでなく､同時期(19

世紀末から20世紀初頭にかけて)のフランスの｢社会連帯｣論であれ､イギ

リスの｢人民予算｣であれ､外国人恐怖(Xenophobia)､ジンゴイズム､ショ

ーヴイニスム､反セム主義の展開､ ｢帝国意識｣の形成などと分かちがたく結

びついた現象であったとは考えられないだろうか｡

さらに､北欧諸国において戦間期から第二次大戦後にかけて採用された｢不

妊法｣(12)や､日本の税制･社会保障制度における未婚者･非婚者差別などにも
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表現されているように､福祉国家とそれを構成する諸制度には､ ｢内なる異物｣

を際立たせ､社会的異端者･少数者を｢揺り漬す｣仕組みがさまざまに組み込

まれている｡その裏返しとして､ ｢まっとうな国民｣や｢標準世帯｣への同一

化･強要を基盤にしで13)､福祉国家の担い手の意識が滴養される｡しかも､

｢まっとうな国民｣や｢標準世帯｣は､国家が上から強制しているだけでなく､

むしろ､はるかに広範に､人々の側にそれを受容し､周囲に及ぼそうとする

(｢社会的専制｣の)共鳴板が形成されている｡外国人差別も､政治や運動によ

って強化され誘導されるという面はあるものの､普通の人々のうちに差別や恐

怖の感覚が根付いていることが基盤となっているであろう｡

つまり､福祉国家だけでなく､それを支え担ってきた人々の社会も､ ｢同胞｣

からよそ者を区別し､身近な異物を指さす働きをしてきた｡福祉国家･同胞共

助は､こうした｢外｣と｢異物｣を共有する意識と､その積極的な表現として

のナショナル･アイデンティティや愛国心とを基盤としていたのだ｡

4)ヨーロッパ統合にとっての｢外｣と｢異物｣

ヨーロッパ社会モデルは貴重な試みであるが､それが内部に入り込もうとす

る異物を､また入り込んでしまって滞留しようとする異物をどのように扱おう

とするのかは､福祉国家-あるいはポスト福祉国家-の試金石と言うこと

ができるだろう｡しかしそこで､ヨーロッパの内側の垣根は低くして社会的に

均等化を進めるのだから､外から来た｢異物｣も積極的に受け容れるべきだと

主張できるでだろうか｡私は､社会(つまり日常的な共同性や人間関係)のグ

ローバル化は､遠い未来はともかく､現状では到底不可能であり､無理に行え

ば社会は爆発するだろうと考えている｡しかし､異物は否応なく入り込み､労

働市場での需要が消失しても溜まる｡ヨーロッパ諸国は1970年代の苦い経験

を経て､ 80年代以降､域外外国人の在留と就労を厳格にコントロールしよう

としてきたが､それが困難であることもすでに知られている｡異物の送り出し

地域を｢ヨーロッパ｣に編入してしまえば異物感は軽減されるが､中東欧なら

ともかく世界中を｢ヨーロッパ｣にできるわけではない｡
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しかし､ヨーロッパの社会的統合は｢外｣と｢内なる異物｣を共有できなけ

れば､情緒的には脆弱な基盤しか持てない｡むろん､外国人や社会的異端者を

際立たせ､揺り潰すことをあからさまに選択できる現状とは到底考えられない｡

ヨーロッパの社会的統合が経済的統合に比して明らかに緩く､ ｢社会憲章｣が

大幅な後退を余儀なくされた(14)背景には､新自由主義的な政策論や､国家主

権への執請だけでなく､ヨーロッパ･アイデンティティ/ヨーロッパ･パトリ

オティズムの弱きも作用していると見なければなるまい｡

ヨーロッパ社会モデルは､史上かつて実現されたことのない大きさの｢寄る

辺｣となる可能性を秘めている｡内側の異物の扱い方にどのような変化をもた

らすのかは､福祉国家にとってそうであったのと同様に､ヨーロッパの社会的

な統合にとっても試金石である｡しかも､それは｢新自由主義｣や国際競争と

いった厳しい環境で､自らを形成しなければならないから､大衆的なパトリオ

ティズムはやはり無用にはなっていない(15)｡統合の進展がヨーロッパ･アイ

デンティティの生み出される一つの条件であると同時に､統合の進展はどこか

で､より強固な､それゆえ情緒的な基盤を有するヨーロッパ･アイデンティテ

ィを調達しなければならないかもしれない｡

ヨーロッパ統合がネインョン/ナショナリズム/福祉国家とは異なる歴史を

歩むか否か､どのように異なる道を進むのかは､まだ決定されていることでは

ないように思う｡

3　二つの歌をめぐるネインョンと社会主義

本節は､二つの歌を手がかりにして､ネインョン/ナショナリズムと社会主

義/労働運動が､人民のアイデンティティ獲得のために､競合し､ときに共存

したさまを見る｡
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(1)二つの映画の中の二つの歌

1) 『カサブランカ』

映画『カサブランカ』(16)のちょうど中程､ -シーンを思い出していただきた

い｡第二次大戦中の仏領モロッコはカサブランカ､そこにあるリック(ハンフ

リ･ボガ-ト)の店カフェ･アメリカンの中では､ドイツ軍の将校たちが軍歌

を歌っている｡ドイツに占領された中欧から脱出してきた反ナチ運動の指導者

ラズロ(ポール･ヘンリード)もいろいろな因縁でこの店に居合わせたのだが､

中立地域でドイツ人がのさばっているのが不愉快でしょうがない｡そこで軍歌

の前に鳴りをひそめた店の楽隊に｢ラ･マルセイエーズを演奏しろ｣と言う｡

いかに客のリクエストとはいえドイツ軍歌にフランス国歌をぶつけることに躊

躇して､バンド･リーダーはボスの指示を仰ぐ｡離れたところでことの次第を

見ていたリックは｢やれ｣というように領く｡楽隊の演奏が始まるとフランス

人だけでなくヨーロッパ各地から亡命してきた人々も声を限りに｢ラ･マルセ

イエーズ｣を歌うから､ドイツ将校の歌はかき消されてしまう｡予期せぬ歌合

戦に破れで慣憑やるかたないゲシュタポのシュトラッサー少佐(コンラート･

ファイト)を後目に､店内の大方の人々は涙を浮かべ､声もかれよとばかり歌

い続け､終われば｢フランス万歳｣の大騒ぎとなる｡

まことに感動的な場面であり､それまで冷血そうに振る舞ってきたリックが

初めて反ナチの本性を垣間見せるという重要な場面でもある｡ここで｢ラ･マ

ルセイエーズ｣は単にフランス国歌ではなく､全世界の人々の希求する自由･

人権･民主主義の表象であり､ドイツ将校たちの歌は圧制･暴虐･全体主義を

担わされることになる｡その名誉ある主役を務めたのはほかでもない｢ラ･マ

ルセイエーズ｣であり､リックでもラズロでも､ましてやイルザ(イングリッ

ド･バーグマン)でもない｡敗戦直後の日本でこの映画を見た者は､フランス

人はこんなすぼらしい国歌を持って幸せだとすら思ったであろう｡
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2)もう一つの映画-『大いなる幻影』

ここで､ドイツ将校たちの不名誉な歌を務めさせられたのは｢ラインの護

り｣という合唱曲だが､この歌と｢ラ･マルセイエーズ｣とは映画『大いなる

幻影』(17)にも登場する｡第一次大戦中のドイツ帝国内の捕虜収容所をおもな舞

台に進行するこの映画では､それらは二つのネインョンの歌として対等･無差

別に描かれている｡むしろ､そこで二つの歌は冷静に描かれるだけに､ネイン

ョン/ナショナリズムを超えたオルタナテイヴの存在を予感させる｡

アメリカの青年を｢自由の戦士(freedom fighters)｣に仕立てて戦場に駆

り出した『カサブランカ』と､フランス人民戦線期の左翼による資本主義(ち

るいは西洋文明)の救命という雰囲気を伝える『大いなる幻影』は､これら二

つの歌のさまざまな面を見せだが､人民戦線期のフランスでは国歌に冷めてお

り､大戦中のアメリカでは二つの歌に対照的な役を割り振るのが通例であった

というわけではない｡歌の性格ははるかに多面的であった｡たとえば､ 『大い

なる幻影』の翌1938年に､同じルノワール監督で､その名も『ラ･マルセイ

エーズ』(18)が発表されているが､ここでこの歌は､次項で見るように､外の敵

と内なる異物に対する敵憬心でハリネズミのように膨れ上がっており､ナショ

ナリズム丸出しである｡ 『大いなる幻影』はフランス映画ではあるが､その脚

本はブリュッセルの社会主義的な雰囲気で生まれ育ったシャルル･スパークの

作品であり(19)､情緒的なナショナリズムに冷めた雰囲気は彼の兄ポール･ア

ンリ･スパーク-ベルギーの外相を長く務め､ヨーロッパ統合史の立役者の

一人とされる人物-と共有されているとも考えられよう(20)｡これに対して､

人民戦線期のフランス労働運動(C.G.T.)の要請に応えた映画『ラ･マルセイ

エーズ』には､シャルル･スパークは関わっておらず､この歌の大衆的な基盤

-作曲当時ならオーストリアやプロイセンの外的脅威と内なる反革命分子へ

の敵憬心､この映画の製作当時ならナチス･ドイツへの恐怖と右翼諸党派への

対抗意識(21)-をかなり忠実に反映していると考えられる｡逆に､ 1943年ア

メリカ映画の『ラインの守り』(22)は､この歌に圧制･暴虐･ナチズムを割り振

っていない｡この映画に｢ラインの護り｣は歌としては登場しないが､この題
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名は､愛国的ではあるが反ナチ闘争に身を捧げるドイツ人を象徴しており､圧

制や暴虐とは無縁のところにある｡

このようにこの二つの歌は､ 1930-40年代の映画を見るだけでもさまざま

な性格を与えられてきた｡実際に2世紀のあいだに実に多様な意味を担わされ

てきた｡この二つの歌の二世紀を振り返ることから､ネインョン/ナショナリ

ズムと社会主義/労働運動の､情緒･感性･身体感覚レヴェルでの関係を概観

してみよう｡

(2) ｢ラ･マルセイエーズ｣を歌った者と鴨かされた者

1)生まれた状況

この歌は､アルザスの首都ストラスブールに駐屯していたライン方面軍の工

兵大尉ルジェ･ド･リール(Claude-JosephRougetdeLisle, 1760-1836)が､

市長ディ-トリヒ(FredericdeDietrich)の委嘱に応えて､ 1792年の4月25

日の夜中に一晩で書いたとされる作品である(23)｡前年からオーストリア､さ

らにプロイセンによるフランス革命への干渉が摩擦の種となっていたのだが､

ついに4月20日に対嘆戦争を始めた直後､ライン河を挟んだ｢敵｣との戦争

を待ち構えていた前線都市の興奮の中で生まれたこの曲の出自は､むしろ後述

の｢ラインの護り｣以上に軍歌であり､元の題名も｢ライン方面軍の戦いの歌

(Chant de guerre pour l'armee du Rhin)｣であった｡

2)野蛮な歌詞

歌詞-これも元はルジェ･ド･リールの作-も勇ましいというのを超え

て血腫い(資料6-1参照)｡有名なリフレインの部分は｢武器を取れ､市民諸

君､隊伍を整えよ､進もう､進もう｡不浄なる血が我らが田畑に吸われんこと

を｣という具合だし､第2節は｢何を求めんか､奴隷と裏切り者と､陰謀を企

てた王どもより成りし群盗は?｣と国内の反革命分子に対する憎悪を露骨に表

し､第3節は｢何と､外国の軍勢が我らの故郷でわが物顔に振る舞うとは､何
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と､あの外国人傭兵の軍隊が我らの名うての戦士たちを打ちのめすとは｣と､

こちらは外国人憎悪である｡第6節｢瀕死の敵どもが御身の勝利と我らの栄光

を見んことを｣というくだりは残虐ですらある｡実は､この｢御身｣とは｢自

由｣のことなのだが､フランス革命のスローガン｢自由､平等､友愛｣のうち

では｢自由｣がここに登場するだけで､しかもその勝利は瀕死の敵に見せつけ

なければならないのだ｡歌詞全体に通ずるのは確かに市民を圧制から解放する

というテーマではあるが､それは外なる敵と内なる反革命分子とに対する憎悪

と残忍な復讐心に､総じてハリネズミのように膨らんだ敵憤心に彩られている｡

3) ｢祖国防衛｣の歌から｢侵略｣の歌へ

この歌は作曲後ただちに楽譜が印刷されただけでなく､歌詞が新聞に掲載さ

れ､ビラとしても流布したから､むしろ口伝えで各地に広まったと考えられる｡

マルセイユの義勇兵たちは､おそらくモンペリエ経由で伝わったこの歌を歌い

ながら､ ｢祖国防衛｣のためパリへ進軍したから､同年夏以降のパリではこの

歌は｢ラ･マルセイエーズ｣として知られるようになった｡それまで負け続け

ていたフランス軍は､ 1792年9月のヴァルミの戦闘に勝利するが､そのころ

にはこの歌はフランス車の中に広まっていた｡映画『ラ･マルセイエーズ』は

ここで終わるが､フランスの市民の闘いはここで終わったわけではない｡フラ

ンス軍はこのあと､この歌とともに勝利を重ね､ ｢祖国の革命を守る戦い｣は

いつか､ ｢侵略し､ 『革命』を輸出する戦争｣へ変わってしまう｡殊にナポレオ

ン期のフランスが他のヨーロッパ大陸諸地域にとってはきわめて侵略的に映っ

たことは､今でもたとえば　シューマンの歌曲｢二人の蜘弾兵｣(24)､チャイコ

フスキーの祝典序曲｢一八一二年｣(25)やトルストイの『戦争と平和』(26)から知

ることができる｡むろん､あとの2人はナポレオンのロシア侵略を身をもって

体験した世代ではないが､フランスの侵略性についての集合的な記憶がドイツ

人やロシア人のあいだでは19世紀末まで維持されていたことをこれらの作品

は示している｡

つまり､ ｢ラ･マルセイエーズ｣は､少なくとも革命期･ナポレオン期には:.
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資料6-1 ｢ラ･マルセイエーズ｣歌詞対訳

I

Allons, enfants de la Patrie!

Le jour de gloire est arrive.

Contre nous, de la tyrannie,

L'etendard sanglant est leve一 (bis)

Entendez-Vous dams les campagnes

Mugir ces feroces soldatsP

IIs viement jusque dams vos bras

Egorger vos fils, vos compagnes!

Aux armes, Citoyensはormez vos bataillons!

Marchons, marschons!

qu'un sang impur abreuve mos sillons.

II

Que veut cette horde d'esclaves

De traitres, de roュs conjues?

Pour qul CeS lgnObles entraves,

Ces fers des longtemps prepar'es? (big)

FrancalS! pour nous, ah! quel outrage!

Quels transports il doit exciter

C'est nous qu'on ose mediter

De rendre a l'antique esclavage!...

Aux armes, Citoyens! etc.

日用

Quoi! des cohortes etrangeres

Feraient la lo主 dams mos foyers!

Quoi! ces phalanges mer'cenaires

Terrasseraient mos fiers guerriers! (bお)

Grand DieuL.. Par des mains enchainees

Nos fronts, sous lejoug se ploiraient!

De ∀ils despotes deviendraient

Les maitres de mos destinらes

Aux armes, Citoyens! etc.

IV

Tremblez, tyrans! et vous perfides,

L'opprobre de tons les partis,

TremblezL. Vos projets parricides

vent enfin recevoir leur prix. (big)

Tout est soldat pour vous combattre.

S'ils tombent mos jeunes heros,

La terre en produit de nouveaux

Contre vous tout prets註se battle.

いざ祖国の子らよ､

栄光の日は釆たれり｡

我らに向かって､圧政の

血塗られし軍旗は掲げられたり｡ 〔この行繰り返し〕

聞こえるか､戦場で

あの繹猛な兵士どもが唸るのを｡

取らは我らの腕の中にまで

君らの息子を､妻を､殺しに来る｡

武器を取れ､市民諸君!隊伍を整えよ､

進もう､進もう!

不浄なる血が我らの田畑に吸われんことを｡

何を求めんか､奴隷と裏切り者と

陰謀を企てた王どもより成りし群盗は?

この卑劣な足かせは誰がため､

久しく用意されしこの鉄かせは? 〔この行繰り返し〕

フランス人よ､我らがため､ああ!何という侮辱!

いかほどの激情をそれは　掻き立てることか!

奴らが厚かましくも目論んでいるのは

我らを古の奴隷の身分に戻すことなのだ!

武器を取れ､市民諸君! 〔以下繰り返し〕

何と!外国の軍勢が､

我らの故郷でわが物顔に振舞うとは!

何と!あの外国人傭兵の軍隊が､

我らの名うての戦士たちを打ちのめすとは! 〔この行繰

り返し〕

おお!手を鎖でつながれ､

暁をつけられし我らの首が屈するとは!

卑劣な暴君どもが

我らの運命の支配者になりおおせるとは!

武器を取れ､市民諸君! 〔以下繰り返し〕

震えるがよい､圧制者､そして汝ら裏切り者たち､

あらゆる党派の名折れよ!

震えるがよい!汝らの反逆の　企ては

遂にその酬いを受けるだろう､ 〔この行繰り返し〕

すべての者が汝らと闘う兵士､

もし我らの若き英雄たち弊れなは､

再び土が産み出きん

汝らに抗して皆闘いの用意あり｡

Aux armes, Citoyens! etc.

V

Francais! En guerriers magnanimes

Portez ou retenez vos coups.

Epargnez ces tristes victimes

A regret s'armant contre nous. (bお)

Ma主s le despote sanguinaire!

Ma主s les complices de Bouille!

Tous ces tlgreS qul SanS pitie

Dechirent le s°in de bleur mere…

Aux armes, Citoyens! etc.

VI

Amour sacre de la Patrie,

Conduis, soutiens mos bras vengeurs!

Liberte! Liberte cherie,

Combats avec tes defenseurs. (big)

Sous mos drapeaux, que la Victoire

Accoure a tes males accents;

Que tes ennemis expirants

Voient ton triomphe et notre gloire.

Aux armes, Citoyens! e上c.

COUPLET DES ENFANTS (1)

Nous entrerons dams la carriere

Quand mos aines n'y seront plus.

Nous y trouverons leur poussiere

Et l'exemple de leurs vertus. (bis)

Bien moins jaloux de leur survivre,

Que de partager leur cercueil,

Nous aurons le sublime orgueil

De les venger ou de les suivre.

Aux armes, Citoyens! etc.
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武器を取れ､市民諸君! 〔以下繰り返し〕

フランス人よ､寛容な兵士として

打撃を与えるか控えるかせよ､

これら痛ましい犠牲者たちは容赦せよ､

悔いつつも我らに向かって武器を取りし者たちは､

〔この行繰り返し〕

されどこの残忍な暴君は!

されどブイエ将軍の共謀者どもは!

すべてこれらの虎どもは情け容赦なく､

その母の胸乳を引き裂くのだ｡

武器を取れ､市民諸君! 〔以下繰り返し〕

崇高なる祖国愛よ､

我らの懲罰の手を導き､支えたまえ｡

自由よ､いとしき自由よ､

御身の擁護者とともに聞いたまえ! 〔この行繰り返し〕

我らの旗のもと勝利の女神が

御身の雄々しい歌声を聴き靴けつけんことを!

瀕死の敵どもが

御身の勝利と我らの栄光を見んことを!

武器を取れ､市民諸君! 〔以下繰り返し〕

子どものための調節

僕たちの活躍の番がくるだろう､

年長者たちがもはやいなくなった時には､

僕たちは彼らの亡骸と

勇気の跡を兄いだすだろう! 〔この行繰り返し〕

彼らより長生きするよりは､

彼らの柩を共にすることを熱望し､

僕たちは気高い誇りを持つだろう､

彼らの仇を討つか､後を追うという｡

武器を取れ､市民諸君! 〔以下繰り返し〕

歌詞出典: Louis Fiaux, La Marseillaise: son hi.stoire, Librairie Charpentier et Fasquelle, 1918, pp. 398- 399.訳詞

は吉田進『ラ･マルセイエーズ物語-国歌の成立と変容』中公新書､ 1994年､ 239-241頁によるが､

若干の修正を施してある｡

注:子どものための詞節の作詞者は不明｡また､今日では第2-6節が歌われることはまずない｡
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聴かされた側にとって｢カサブランカ｣で表象されたようなうるわしい歌では

なかったのである｡

4)国歌の政治的･抑圧的性格

しかし話はそれほど単純ではない｡ ｢歌った側-フランス人｣と｢聴かされ

た側-ドイツ人やロシア人｣という等式がそもそも怪しいからだ｡フランス人

の誰もがこの歌を喜んで歌ったわけではない｡反革命派や王党派の存在はよく

知られているし､フランスのカトリック教会は長い間この歌と折り合いが悪か

った｡さらに､革命派の中にもこの歌を好まなかった者たちがいたことも知ら

れている｡この歌は1795年7月14日に革命勃発6周年を記念して国歌に制定

されるのだが､それ以前であってもフランスでこの歌をあえて歌おうとしない

ということ自体が高度に政治的な意味をもったであろう｡ ｢フランス人｣とい

うネインョンが急速に形成される過程は､同時に｢非国民｣を峻拒するさまざ

まな仕掛け-たとえば　歌の｢踏み絵｣-の作られた過程でもあるのだ｡

｢ラ･マルセイエーズ｣の誕生から80年ほど下って普仏戦争敗北後のアルザ

スに行ってみよう｡初等教育でのフランス語授業を禁じられたアルザスの出来

事をフランツ少年の目を通して語らせたのがド-チ(AlphonseDaudet, 1840-

97)の｢最後の授業｣である｡その中でフランス語教師(それまでは国語教

捕)のアメル先生が､君たちは今までフランス人だと言ってきたのにフランス

語を知らないじゃないかとドイツ人たちに莫迦にされてはいけない､世界一美

しいフランス語を忘れてはいけないと最後の授業で語り､ ｢フランス万歳｣と

板書して最後の授業を終わる｡どこかおかしくはないか｡国語教師のアメル先

生はなぜアルザスのこどもたちがフランス語を知らないと莫迦にされるのでは

ないかというような心配をしなくてはならなかったのか｡それは､アルザス人

が通常はフランス語を話さないからなのだ｡母語はドイツ語ないしその方言の

アルザス語であって､いくら国語はフランス語だと革命後の政府が押し付けて

も日常の言語はいささかも揺るがなかったからなのだ｡フランツ(Franz)少

年もアメル(Hamel)先生もさらにオゼ-ル(Hauser)老人もドイツ系の名

_　ニー　~~~~~-　　　　　　　~ニ==-

′
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である｡ドイツ風に発音すればハ-メルであり､ハオザ-である｡

この歌の作られたアルザスは言語的にはドイツ語地域であり､それゆえにア

ルザス人は敵(プロイセンやオーストリアというライン河の東側の強国)に内

通する危険性ありと思われていた｡ストラスブールという地名はゲルマン語起

派(Strateburgum,StraBeburg)であり､市長のディ-トリヒもドイツ系の

名である(27)｡彼がルジェ･ド･リールに祖国防衛にふさわしい歌の作曲を依

頼したのもこうした背景が作用していると見ることができる｡ ｢フランス人｣

であることを疑われないためには一層の忠誠心を､むろんフランス語で示さな

ければならなかったのだ｡

マルセイユをはじめとする南仏もフランス語圏ではない(28)｡オック語とい

うラテン系言語の地域(ヴィエネンシス､ロワール河以南)であり､古来パリ

を中心とした地域(ガリア)とは文化･制度･習慣が異なる｡そのマルセイユ

の義勇兵たちが｢フランスの革命｣を防衛するために遠路パリに駆けつける途

上で歌ったから､この歌は｢ラ･マルセイエーズ｣の名で知られるようになっ

た｡パリの市民がこの歌をまさに｢ラ･マルセイエーズ｣として受け容れたの

は､異民族のマルセイユ人義勇兵の進軍にかけがえのない意味を見出したから

なのだ｡革命期･ナポレンオン期に､この歌を歌い､また歌わされることで

アルザス人もマルセイユ人もピレネー人･バスク人も､さらにはブルターニュ

人も､かつてフランス王国の中に住んでいたさまざまな言語･民族の人々が､

まさにそのことによって｢フランス人｣となったのだ｡

逆にフランスの外にもフランス革命やナポレオンに共感した人は､たとえば

若き日のベートーヴェンのように､いた｡彼らの中には人民解放や共和制への

期待を込めて｢ラ･マルセイエーズ｣を歌いたかった者がいたかもしれない｡

後でも見るように､フランスの外では｢ラ･マルセイエーズ｣は聴かされるだ

けの歌だったわけでは全然ない｡しかし､フランスにおけるネインョン形成の

反作用としてドイツにも急速にナショナルな意識が高揚する状況-具体的に

は19世紀初頭からドイツの国家統一(1871年)に至る過程-では､それは

もってのほかの｢非愛国的｣行為と非難されたであろう｡
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(3) ｢ラインの護り｣を歌った者と聴かされた者

1)ドイツのネインョン形成

さて､ドイツではフランス革命とナポレオンの侵略の影響を受けて19世紀

前半にネインョンが生まれてくる｡ ｢ドイツ人｣という民族なりネインョンが

神代の昔からいたわけではない｡フランスで革命とネインョン形成が同時進行

し､ナポレオンに率いられて強大な力をヨーロッパ各地でぶろうのをみたドイ

ツ語地域の人々が急速に｢ドイツ人｣というネインョンの意識を持つようにな

ったのだ｡イェナの戦いでフランスに大敗し屈辱的なテイルジット条約を押し

付けられたプロイセンの首都ベルリンはフランス軍の占領下にあったが､そこ

で1807年にベルリン大学の哲学教授フィヒテが｢ドイツ国民に告ぐ｣(29)とい

う演説をしたあたりがネイション形成の最も早い時期の象徴的な出来事であろ

う｡むろん､このときドイツという国家は存在しない｡国家形成に先だって､

ドイツ語諸地域の人民に｢国民であれ｣と呼び掛けるのがフィヒテの演説の主

旨であった｡

ところでドイツのネインョン形成はイギリスともフランスとも異なる仕方で

あった｡生まれつつあるネインョンを統治する単一の権力がなかった､つまり

ドイツという国がなかったから､ネインョン形成は国家統一と並行せざるをえ

なかったのだが､国家のイメージは流動的で多様だった｡大まかに言えば　オ

ーストリア帝国あるいはプロイセン王国のどちらかが主導する｢上から｣の統

一と､市民たちによる｢下から｣の自由主義的･立憲君主制的な統一という選

択肢があった｡結局､その市民たちが階級･階層､地域､政治信条､信仰など

で四分五裂していたのに対し､産業化､鉄道建設､外交などで地歩を築きつつ

あったプロイセンが統一運動を主導する｡プロイセンは1866年にはオースト

リア-ハンガリー帝国を破って統一の主導権を獲得し､かつオーストリアを疏

一から排除した｡ 1870年にはフランスとの戦争にも勝利して､翌年ドイツ帝

国が成立する｡

_ i .----二=二一一二一一二二二　-ー
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｢ネインョン形成｣と言ってもわかりにくいが､それは単に政治の話ではな

い(30)｡ 19世紀のドイツでは合唱､体操､射撃､さらにブラスバンド､サイク

リングやワンダーフォーゲルなど､さまざまな団体活動(同好会､文化運動､

サークル活動)に参加する中で彼らは｢ドイツ人｣になったのである｡上は貴

族･上層市民や教養市民から､下は労働者･下層農民にいたるまでさまざまの

文化運動に参加していたのだ｡これと似た状況はヨーロッパのその他の諸地

域･諸国でも少し遅れて19世紀後半以降､広く見られるようになる｡スウェ

ーデンの福祉国家の社会的基盤はこうした団体生活を経て形成された｢国民｣

だと考えられているし(31)､ヤナーチェクのシンフォニエツ?(32)も第一次大戦

後のモラヴイアの体操運動(ソコル)の第8回全国大会の開会ファンファーレ

として委嘱されて､作曲された｡

19世紀中葉までのドイツに話を戻そう｡たとえば　あの｢ローレライ｣(33)ち

合唱運動の産物で作曲者のジルヒヤーはテユービンゲンの男声合唱の指導者

で『ドイツ学生歌集』を編集している｡学生歌がドイツ合唱運動の重要な一

翼であったのはいうまでもない｡詞は､シューマンの｢二人の蜘単兵｣と同じ

く､ハイネである｡ハイネも1830-40年代のドイツ語圏の詩人の例に漏れず､

きわめて愛国的でナショナリスティックな詩を多数残しており､それが多くの

作曲家を惹き付けた理由でもあった｡

2)国歌をめぐるオーストリアとドイツ

現在のドイツ国歌の成り立ちはいささか複雑である｡曲はF･J･ハイドンの

｢皇帝讃歌(Kaiser Hymne)｣(34)で元は弦楽四重奏曲の第2楽章の主題であり､

ピアノ変奏曲にも転用された｡オーストリア-ハンガリー帝国では皇帝の代替

わりのたびにこのメロディに新しい詞を付けて歌われたが､初めから合唱運動

のために作られたわけではない｡ドイツ国歌として知られるようになった詞は､

1841年にホフマン･フォン･フアラスレ-ベン(35)が作詞した｢ドイツの歌｣

で彼自身が民謡研究や作曲で知られる音楽家でもあったため､この詩をハイ

ドンの｢皇帝讃歌｣のメロディに乗せて歌えるようにしたのも作詞者自身であ
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った｡しかし､この｢ドイツの歌｣はそれほどはやらず､プロイセン王国では

イギリス国歌(GodSavetheKing/Queen)(36)が国歌に借用され､ドイツ帝国

にもそれが受け継がれており､ ｢ドイツの歌｣は19世紀末以降かろうじて軍部

および保守派のあいだで歌われるようになったにすぎない｡イギリス国歌のメ

ロディは､プロイセン王国/ドイツ帝国だけでなく､ロシア帝国でもリヴォフ

作曲の｢神よ皇帝を護りたまえ｣(37)-チャイコフスキーの｢1812年｣の末尾

に出てくる-ができるまでは国歌として使われていたし､リヒテンシュタイ

ン公国では現在も使われている(38)｡いずれの場合も詞はイギリス国歌の翻訳

を元にしている｡ 19世紀中葉から第一次大戦期にかけてのプロイセン/ドイ

ツ帝国では､こうした借用国歌や｢ドイツの歌｣よりも､後述するように合唱

運動を通じて普及した｢ラインの護り｣の方が､大衆的な基盤を有する事実上

の国歌であったと見て差し支えない｡

もとより､ハイドンの｢皇帝讃歌｣はハブスブルクのオーストリア皇帝を讃

える歌だから､それを排除して統一ドイツの盟主になろうとしたプロイセンも､

のちのドイツ帝国もこれを横取りするわけにはいかなかったのだ｡ ｢上からの

ドイツ統一｣の主導権をプロイセンが握ることが決まったのは1866年のオー

ストリア-ハンガリー帝国との戦争に勝利してからだが､この戦争に敗れ意気

消沈したオーストリアを立ち直らせようと企画したウィーン男声合唱協会の指

導者へルペック(JohannRittervon Herbeck, 183工1877)の依頼で作曲され

たのが､かのヨハン･シュトラウスIIの作曲で親しまれた男声合唱付きワルツ

｢美しく青さドナウ｣(39)である｡オーストリアの側にも､ ｢ローレライ｣や｢ラ

インの護り｣と同じように､大衆的に普及しうる愛国歌が必要となったのであ

る｡むろん､ライン河を歌うわけにはいかないから､ドナウが登場せざるをえ

なかったのである｡

ホフマン･フォン"フアラスレ-ベンの｢ドイツの歌｣がドイツ国歌になっ

たのは､作詞から80年以上経たワイマール政権においてであり､ 1922年に採

用された(40)｡この第1節の歌い出し｢世界に冠たるドイツ｣は国粋主義的で

あるだけでなく､第2節には､ ｢マース川からメ-メル川まで､エッチ川から

第6章　ナショナル･アイデンティティという奇跡　24I

ベルト海峡まで｣ドイツがひとつになることを希求するという､近隣諸国と国

境問題を起こしそうな内容が含まれている｡ヴェルサイユ体制下にこうした詞

が国歌に制定されたこと自体が驚くべきだが､社会民主党が軍部･保守派と妥

協して制定に走ったものと考えられる｡ナチスはヴァイマール期の成果を一掃

しようとしたが､この国歌は､ナチス政権期にも､ナチ党の歌｢ホルスト･ヴ

ェッセル･リート｣(41)や｢ラインの護り｣とともに歌われた｡第二次大戦後の

ことは後述する｡

現在のオーストリア国歌はもともとはモーツアルトがフリーメイスンのため

に1791年に作曲した小カンタータの中の1曲といわれてきたが､現在ではほ

ぼ同時代のホルツアー(JohannHolzer,1753-1818)の作曲したものと考えら

れている(42)0 1820年代には合唱運動の中で｢同盟歌(Bundeslied)｣として広

まった｡第一次大戦後は新国歌を走寿させようとして失敗し､結局オーストリ

ア-ハンガリー帝国時代と同じハイドンの｢皇帝讃歌｣のメロディに｢ドイツ

の歌｣とは別の歌詞を付けたものを採用した｡ナチス･ドイツに併合されてか

らはフアラスレ-ベンの第1節が強制されたので､第二次大戦後にドイツから

分離して再独立する際にハイドンの｢皇帝讃歌｣のメロディを改めて採用しよ

うとする動きもあったものの､成功せず､結局この｢同盟歌｣にパウラ･フォ

ン･プレラド-ヴイチ(PaulavonPreradovic,1887-1951)の詞を付けたもの

が1947年にオーストリア国歌となった｡

3) ｢ラインの護り｣という詞

｢ラインの護り｣が作られ歌われたのもまさに同じ状況､ 19世紀前半から中

葉にかけての中欧ドイツ語圏でネインョン形成と合唱運動が同時進行する状況

においてであった｡詞はヴユルテンベルク王国の青年マックス･シュネッケン

ブルガ-が1840年に書いた(資料6-2参照)｡地図を見たらわかることだが､

ヴユルチンベルクの西には南北に細長いバーデン公国があり､その西側はライ

ン河を挟んでアルザスとロレ-ヌの両県である｡ ｢ラ･マルセイエーズ｣の生

まれたストラスブールまでヴユルテンベルク公国の一番西の国境からはわずか
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資料6-2 ｢ラインの護り｣歌詞対訳

I

Es braust ein RUで Vie Donnerhall,

Wie Schwertgeklirr und Wogenprall:

Zum Rhein, zum Rhein, zum deutschen Rhein!

Wer will des Stromes Huter sein?

Lieb'Vaterland, magst ruhig sein.

Fest steht und treu die Wacht, die Wacht am

Rhein!

刑

Durch Hunderttausend zuckt es schnell

und aller Augen blitzen hell:

Der deutsche J也ngling, fromm und stark (I)

beschirmt die heil'ge Landesmark.

Lieb'Vaterland, &C.

剛‖

Er Blickt hinauf in Himmelsau'n,

wo Heldenv蓋ter niederschaun

und schw6rt 血it stolzer Kampfeslust:

Du Rhein bleibst deutsch wie meine Brust!

Lieb'Vaterland, &C.

IV(2)

Und ob mein Herz im Tode bricht,

Wirst du doch drum ein Welscher nicht;

reich wie an wasser deine Fluth

ist Deutschland ja an Heldenblut.

Lieb'Vaterland, &C.

V

So lang ein Tropfen Blut れoch gliiht,

れoch eine Faust den Degen zieht

und noch ein Arm Buchse spannt,

betritt kein Feind hier deinen Strand!

Lieb'Vaterland, &C.

VI

De† Schwur erschallt, die Woge rinnt,

die Fahnen flattern noch im Wind:

zum Rhein, zum Rhein, zum deutschen Rhein (3)

wir alle wollen Hiiter s°in.

Lieb'Vaterland, &C.

叫びの轟くは雷鳴のごとく､

剣戟のごとく､高まる波涛のごとく

ラインの､ラインの､ドイツのラインの

誰ぞこの河の番人たらむや

愛しき祖国､安んぜよ〔この行繰り返し〕

ラインの護り堅く忠なれば〔この行繰り返し〕

幾百子の雷光走り

もろびと眼を輝かす

ドイツの若者､信にして強く(I)

神聖なる国暁を守る

愛しき祖国､ 〔以下繰り返し〕

若者は天の牧場を振り仰ぎ

そこより見下ろす父祖の英霊に

堂々たる戦の喜びを誓う

汝ラインよ我胸のごとくドイツのものであり続けよ

愛しき祖国､ 〔以下繰り返し〕

たとえ死して我心張り裂けようとも

汝､卑しきフランスに下層するなかれ

汝の流れ水の豊かなるごとく

ドイツも英雄の血の蔦かなれば

愛しき祖国､ 〔以下繰り返し)

一滴の血でも熱く､

一つの拳でも剣を抜き､

腕一本でも銃を支える限り

敵は汝の岸を渡ることなし

愛しき祖国､ 〔以下繰り返し〕

誓いは高鳴り､波は流れ､

旗は風にはためく

ラインの､ラインの､ドイツのラインの(3)

我ら皆番人たらむ

愛しき祖国､ 〔以下繰り返し〕

歌詞出典: Georg Scherer & Franz Lippellheide hrsg･, Die yacht am Rhein, Berlin, 1871 (aufgenommen in

Hartmut Braun/'Volkslied und NationalbewuBtsein当n F. Brusniak a D･ Klenke hrsg･, Hell Deuts-

chem Wert und Sdng! Edition Helma Kurz, S. 118-119).訳詞は小野塚による｡

注: (1)戦後版(DeutscheLieder,1988所収)では､ ``DerDeutsche,bieder,frommundstark (ドイツ

人は正直で､信にして強く)"となっている｡

(2)戦後版では第IV節は全部削除されている｡

(3)戦後版では､ ｢ラインで(AmRhein)､ラインでドイツのラインで｣となっている｡

l'
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に二〇キロほどしか離れていない｡

っまり､この歌はライン河で西の｢フランス｣から｢祖国｣を防衛するとい

う､これまた愛国的な歌であった｡ ｢ラ･マルセイエーズ｣の外敵は､しかと

は名指しされないが､ ｢ラインの護り｣では敵はあからさまにフランスである｡

｢たとえ死して我心張り裂けようとも､汝ラインよ､卑しきフランスに下属す

るなかれ｡汝の流れ水の豊かなるごとく､ドイツも英雄の血の豊かなれば愛

しき祖国､安んぜよ､ラインの護り堅く忠なれば｣｡おびただしい血で購わな

ければならないのは｢祖国｣なのか､ ｢英雄的な名誉｣なのか､この歌の愛国

心はほとんど自己陶酔の世界にはまっているようだ｡ところで　ここで｢卑し

きフランス｣の原語はeinWelshcer(43)でフランスあるいはイタリアを蔑

視･敵視するときに用いる表現である｡

｢ラインの護り｣では､このように､外敵は確かに存在するが､ ｢ラ･マルセ

イエーズ｣に見られた内なる異物や裏切り者は明瞭ではない｡後者は革命の中

で作られ､歌われた歌だから､内なる裏切り者にも敏感であったが､ ｢ライン

の護り｣は革命の前に作詞され､革命の挫折後に歌われるようになったから､

内部の異物への警戒心よりは､情緒的な一体性が優越しているように,思われる｡

4)合唱曲としての大流行-やはり｢祖国防衛｣から｢侵略｣へ

この詩を合唱曲にしたのはクレーフェルトの合唱団を指揮していたカール･

ヴイルヘルムで1854年のことであった｡クレーフェルトというのはストラ

スプールからライン河を何百キロも下ったラインラントの町で　デュッセルド

ルフの近く､オランダやベルギーとの国境からもわずかな距離である｡この歌

は作曲後すぐに普及し､各地の合唱祭で喝采を浴び､ 1865年夏のドレスデン

では二万人の大合唱で歌われた(44)｡この歌の旋律の最高音は､最後に近いと

ころに登場する(最初の印刷譜(45)のハ長調ではソである)が､歌詞の上では

｢愛しき祖国､安んぜよ､ラインの護り堅く忠なれば｣の｢護り(Wacht)｣

に当たる部分である｡詩の内容が自己陶酔的なだけでなく､カール･ヴイルヘ

ルムの作曲においても､ドイツやラインではなく､それを｢護る｣こと自体に
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最高の価値が置かれている｡

ドレスデンの合唱祭の5年後に､普仏戦争が勃発するが､そのときには､ド

イツ諸地域で最も人気のある愛国歌でドイツ帝国形成以前にすでに事実上の

国歌ともいうべき存在になっていた｡ドイツの兵士たちは｢ラインの護り｣を

歌いながらライン河を越えてフランスを攻め､パリに入城し､ヴェルサイユで

ドイツ帝国の戴冠式が強行される｡すでに｢ラ･マルセイエーズ｣でも見たよ

うに国歌の歴史にはこうした逆説-愛国心や祖国防衛の熱狂がいつの間にか

資料6-3　ケルンからマインツヘ向かう車中のドイツ人新兵: ｢ラインの護り!｣

出典: Illustrαted London Neu)S, Vol. LVII, No. 1624, 26 November 1870, p･ 533･

一〇
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侵略に転化している-がつきものである｡ 1870年秋に､戦時下のラインラ

ントからバーデン､ジュネ-ヴを経て南仏を取材した『絵入りロンドン新聞』

の契約画家は､ ｢ケルンからマインツまでの列車に乗り合わせた騒々しい乗客

たちのスケッチ｣を同紙に送ってきたのだが(資料6-3参照)､その画家兼特

派員は次のように報じた｡ ｢彼らはドイツ人新兵の一団で農村出身の､陽気

で律儀で素朴な若者たちであった[中略]｡彼らは車中､やかましすぎる

声で熱狂的に､あの有名な愛国歌『ラインの護り』を歌っていた｡ドイツ人た

ちの諸陸軍が敵国に進軍する過程では､パリやその先へ向かうフランスの公道

に沿ってどこででも､何百何千という軍靴の足音ともに､ドイツ人の力強い男

声で　この同じ歌が歌われれているのを聞くことができた｡｣(46)｡

この戦争の結果､ドイツはアルザスとロレ-ヌの両県をフランスから奪い､

独仏国境はライン河から大幅に西へ移動した｡先ほど話した｢最後の授業｣は

このときの話である｡侵略的な｢ラ･マルセイエーズ｣の響きから自らを守る

歌だったはずの｢ラインの護り｣は今度は逆の向きに侵略した｡聴かされたフ

ランス人にとっては恐怖と屈辱の響きとなり､それは第一次大戦を経て第二次

大戦まで､映画『カサブランカ』まで続くのだ｡

資料6-4はミュンヒェンの風刺週刊誌『ズィンプリツイスイムス』が｢将来

の戦争｣特集で掲載したものだが､前線用の戦闘装備で銃剣を携えた兵士の

背嚢の上に､当時出現したばかりの蓄音機が据え付けられている｡蓄音機のラ

ッパから流れ出ているのは､ ｢ラインの護り｣の歌い出しの部分､ ｢叫びの轟く

は雷鳴のごとく｣である(47)｡このようなことが実際にドイツ陸軍で採用され

たとは考えられないが､同誌は､ ｢軍隊に熱狂を吹き起こすために､すべての

兵士は出陣に際して蓄音機を携行する｣との解説をこの漫画に付している｡ド

イツのあらゆる兵士が､常に自発的に｢ラインの護り｣を歌ったわけではない

ことを示唆しているように,思われる｡しかし､皮肉屋の同誌でさえも､この歌

が士気を高める効果を有することは認めていたのである｡
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資料6-4　兵士の背の蓄音機から｢ラインの護り｣が流れる

二∴∵ ● して二 c cー_ ��

〟. 

焉彊#,Q 

･∴∴:: ＼ ＼ ヽ1 /I ～ 〇 

看ニ 

I ー-_ ÷/∴ 

言,:I,Il一.. 

雅一T a/セム食費-

出典: SimPlicissimus, 12･ Jahrgang, No･ 14, 1 Juli 1907･ S･ 214･

(4)二つの歌と労働者
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1)ニューカスルの1871年時短争議とドイツ人労働者

その効果は北海を隔てたニューカスルでも発揮された｡ヴェルサイユでの初

代ドイツ皇帝の戴冠式から4カ月ほどのち､ 1871年5月にイングランド北東

部の港町ニューカスルを中心とするタイン地域で大規模な労働争議が発生した｡

この町の造船･重機･兵器産業を支える機械工約-万人が労働時間短縮を求め

て使用者側に交渉を提案したのだが､巨大武器製造業者W.G.アームストロン

グを領袖とする使用者たちが交渉そのものを拒否したため､ついにストライキ

が始まったのだ｡機械工労働組合(ASE)の本部は当初このストを認可せず､

したがって争議手当を支給しなかったこともあり､使用者側は短期終結という

楽観的な予想を立てた｡ところがこの年は好況で争議労働者たちの多くはまた

たく間に他企業･他地域で職を得ることに成功したし､そうでない者も全国各

地からのカンパに支えられて持久戦の体制を整えた｡しかも争議を指導したジ

ョン･バーネットは労働者たちをまとめることにも､世論に使用者側の不当性

を訴えることにも巧みであった｡それゆえ､スト開始から2カ月後には労働者

の大半を失った使用者側に勝利の可能性はなかったが､交渉拒否の姿勢をメン

ツにかけても守ろうとし､スト破りの導入をはかった｡最初はイギリス国内か

らスト破り労働者を調達しようとしたものの､争議団に説得され､さらに帰路

の旅費まで支給されて､ほとんどは工場で働くことなく帰ってしまった｡イギ

リス人労働者の間では他人の争議の邪魔をするのは､労働者の最低限の仁義に

反する行為だったのだ(48)｡使用者側は別に争議団の切り崩しも画策するが､

これにも失敗して､次は外国人機械工をスト破りとして導入する(49)｡当初､

ベルギー､ノルウェーなどで調達しようとしたが､国際労働者協会(第-イン

ター)本部から大陸に派遣されたJ.コーンの妨害にも遭い､外国人はおもに

できたばかりのドイツ帝国内から調達された｡
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2)ニューカスルでの｢ラインの護り｣

ドイツで徴募された機械工が船に乗せられてニューカスルば慌すると､そ

こでも争議団は説得や脅迫で追い返そうとした｡もっともイギリス人労働者の

･仁義｣も外国人相手には通用しないこともあり､宿舎まで護送され､工場で

働くことになったドイツ人たちも少なからずいた｡ドイツ各地から集められた

彼らに共通するのは普仏戦争とドイツ帝国形成の経験であり､その過程で歌い

聴いた｢ラインの護り｣であった｡

北海を越えてタインの争議の中に放り込まれ､警官隊に護衛され､争議労働

者に四六時中見張られた彼らは､ ｢ラインの護り｣を歌うことで不安感を拭い､

自己を確認しようとした｡資料6-5の版画は､ニューカスルば曜した外国人

労働者が騎馬警官に護送されるのを､争議労働者が取り囲んでヤジを飛ばし､

さらに､それを市民が遠巻きに眺めている光景を描いている(50)｡それが『絵

資料6-5　外国人スト破り労働者の到着

∴∴∴専∴∴寺子一一一: 
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出典: Illustmted London Neu,S, Vol･ LIX, No･ 1671 & 1672, 30 September 1871, p･ 305･

i
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入りロンドン新聞』に掲載されたことは､この出来事が全国ニュースであった

ことを示している｡ニューカスルの民衆もこの勇ましくも美しい合唱曲を覚え

てしまった｡使用者側の完全な譲歩で争議の終結する秋ごろには､その替え歌

がニューカスルの酒場で歌われていた(51)｡その名は｢ドイツ人のうめき､あ

るいは､おらタインで見張られて(TheGerman'sGroan!orI'mvatch'don

deTyne)｣である｡歌詞対訳(資料6-6)を参照されたい｡題名に含まれる

``vatch'd''や"de''はドイツなまりの英語の雰囲気を出しており､詞も``mit

fear (恐れでwithfear)''など極端なほどのドイツなまりが随所に並び､さ

らに単語や構文の点でもドイツ語の特徴をまねた巧妙なできである｡たとえば

第2節2行目では､ "Deytinkdeyvillmenotvorkcatch (彼らは私が働かず

にいるところを捕まえようと考えている)''といった具合に､走動詞後置が模

倣されている(52)0

替え歌だからメロディは同じ.題名も替え歌のvatch'dondeTyneは原題

DieWachtamRheinと対応関係にあるが､詞は原作の雄々しく気高い愛国心

からは遠く隔たったところにある｡タインに連れてこられて､いつも見張られ

ているドイツ人労働者の悲惨な境遇を喋くのが基調で､その中にイギリスの経

営者や労働者に対する皮肉が埋め込まれている｡

3)労働歌のインタナショナリズム

この争議から十数年を経てイギリスではさまざまな社会主義運動が盛んにな

り労働者にも影響を与えるようになった｡ドイツよりだいぶ遅れてイギリスで

もハ一口ウ校やオクスフォードの学生たちのあいだなどで合唱運動が起こる

が(53)､それは労働者たちを社会主義に導く重要な回路として社会主義の指導

者たちにも注目された｡エドワード･カーペンターはその中でも異色の人物と

して有名であった｡富裕な中産階級に生まれ､高等教育を受けた彼は物質文明

を批判し､性の解放を唱えるなど独特な社会主義思想で知られる｡彼も歌声運

動に目を付けた一人で早く　も1888年には『労働歌集(Chantsqf

Labour)』(54)を編み出版している｡その表紙と見返しは､同時代のW.モリス
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資料6-6 ｢ドイツ人のうめき､あるいは､おらタインで見張られて｣歌詞対訳

I

Dis soul pe svell'd so pig nit fear,

Me often tink vat Drought me here,

De promeese, leetil work, pig pay;

Me tearly ∨ant to run avay･

Oh! Vaterland, So dear to me;

Oh! Vaterland, me vant to see;

oh! Vaterland, dat dearest land of mine,

Not like ∨en I'm Vatch'd on de Tyne.

岨

At work, de masters on de vatch,

°ey tink °ey ∨ill me not vork catch;

vatch, vatching, vatching, all de day,

vork, vorking, vorking, nit no play･

Oh! Vaterland, &C.

剛

°ey vatch me in, °ey vatch me out,

DeyくPlackleg! Plackleg!'to me shout;

Von tam'd pig lee, des° legs if seen,

Pe ∨ite like dairs pe clean.

Oh! Vaterland, &C.

IV

Dair pluemen valk on py my side,

or ∨en deey don't, on horse-top ride;

°ey vatch me here, °ey vatch me dair,

Far more tam'd vatching nor me care･

Oh! Vaterland, &C.

VI

Dair's plenty peer, dair's lots ol shmoke･

Des° Inglees pe von funny foke;

Treat Vaterlanders vorking hours,

And Inglees vorkman get the sours･

Oh! Vaterland, &C.

V

Des° Inglees pe von shtriking foke,

°ey shtrike, and shtrike, just for de joke,

°ey shtrike, and shtrike, nit hands pig size,

And pung poor Vaterlanders'eyes!

Ohl Vaterland, &C.

心は恐れに膨れ上がり､

なぜ連れて来られたかと始終考える｡

契約じゃ仕事ちょっと銭子たくさんだと､

ほんと逃げ出してえ｡

ああ､おらの大事な祖国､

ああ､一目見たいはおらっちのくに｡

ああ､祖国､あのすんばらしいくに､

タインで見張られているのとは大違い｡

職場じゃ雇主が見張ってて､

怠けた現場を取り押さえようともくろんで､
一日中見張り､見張り､見張り､

遊びもしないで仕事､仕事､仕事｡

ああ､おらの大事な祖国〔以下繰り返し〕

イングランドの機械工はおらの出入りを見張って､

｢黒足のシュトやぶり｣と罵るが､

とんでもねえ嘘で､おらの足見りゃ､

取らと同じで洗えばまっ白け｡

ああ､おらの大事な祖国〔以下繰り返し〕

制服警官にわきを守られて､

そうでなきゃ騎馬警官のお出ましさ｡

ここでも見張り､あそこでも見張り､

そのすごさときたらありがたくもねえほど｡

ああ､おらの大事な祖国〔以下繰り返し〕

やつらはビールをがぶがぶ煙草しゅばしゅば

イングランド人というのはおかしな放き｡

ドイツから来たおらっちには何時問も働かせて､

イングランドの労働者には辛酸をなめさせる｡

ああ､おらの大事な祖国〔以下繰り返し〕

イングランド人はシュトライキ好きの連中で

おふざけのようにシュトライキ､シュトライキさ､

シュトライキにシュトライキはばんばんと､

挙げ句は剛包の眼を潰すときたもんだ｡

ああ､おらの大事な祖国〔以下繰り返し〕

VI

Me vish me never sign'd me name,

Me vish dair pond vas one pig flame,

Me vish me only vas at home,

Dis Vaterlander no more roam,

Oh! Vaterland, &C.

VII

Polonies pig, pOlonies shweet,

Polonies home so nice to eat;

Oh! vould me could vatch on de Rhine,

And not be vatch'd upon the Tyne.

Oh! Vaterland, &C.
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契約にサインしなきゃよかった､

あの証文など燃え上がっちめえはいいのに､

今となっちゃただくにへ帰りてえだけ､

そうすりゃおらっちこんな所をうろうろしない｡

ああ､おらの大事な祖国〔以下繰り返し〕

ソーセージ､でかくて､うめえソーセージ､

くにのソーセージ食えば天国､

ああ､ラインの見張りに立てるなら､

タインで見張られることもねえ｡

ああ､おらの大事な祖国〔以下繰り返し〕

歌詞出典･'E･ Allen, ∫, F. Clark, N. McCord & D. ∫. Rowe, The North-East Engineers･ Strike of 1871, New-

castle, 1971, pp. 140-142.訳詞は小野塚による｡

に影響を受けた挿絵版画家ウォルタ･クレイン(WalterCrane)の作品であ

る(55)｡この歌集には自作の歌やイングランド､スコットランド､アイルラン

ドやさまざまな外国の民謡に混じって､ ｢ラ･マルセイエーズ｣と｢ラインの

護り｣の替え歌が同居している｡

前者は｢新しいマルセイエーズ(ANewMarseillaise)｣､後者は｢労働者

の闘いの歌(TheLabourer'sBattle-Hymn)｣ (資料6-7参照)という題名で

歌詞はいずれも労働者解放あるいは人類解放のための戦いを称揚する勇ましい

調子のもので　曲によくマッチしている｡もともと｢ラ･マルセイエーズ｣も

｢ラインの護り｣も､個人を大義のための闘いに動員する歌だから､詞を少し

変えれば容易に社会主義運動の歌としても通用したのだ｡

二つの歌の成り立ちを見てきたわれわれには驚くべきことだが､ ｢ラ･マル

セイエーズ｣はドイツでも歌われていた｡ 1970年にライブツイヒで出版され

たレクラム文庫の『労働歌集(DasArbeiterlied)』には｢覚醒(Reveille)｣

と｢8時間のマルセイエーズ(Achtstunden-Marseillaise)｣の2種類の替え

歌が収録されている(56)｡ 8時間労働日はドイツでは1918年のドイツ革命の産

物だから､それを要求するこの替え歌はドイツ革命より前､帝政期の労働運動

の中で作られ歌われ始めたのではないかと推測される｡あるいは､ロシア革命

でも｢ラ･マルセイエーズ｣は盛んに歌われたからソ連経由で57)､ウイマー
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資料6-7 ｢ラインの護り｣のイギリス労働歌版
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We wish hr什eedom, Peace, 0m 1･igllt

That no one slave in others migllt,

That all lnankind to work be bound,

That bread fTor each be somewhere found.

The batttc-cry low rolleth by.

The battle-cry 一ow rolleth by,

The banner red doth Hoat on higrh :

So lab'ring live, or高gllting die.

3･

You bring to others goods and goldl

Yet naught br self can ever hold,

Man scorn一､mg laughs you in the hcel

And teareth not the j"dgment place.

The battle-C町low rolletll by, &ぐ.

4･

Then up) then upl courageous i}and,

The StO- breaks loose upoll the iand.

A sl10utをom mousand throats assists,

Atld lligh tO lleaVen arc denclled ollr 6sts.

The battle-Cry Low rolJeth by, &C･
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ル期のドイツ共産主義運動に輸入されたのかもしれないが､いずれも現時点で

は確証はない｡

(5) ｢ラインの護り｣のその後

1)両軍で歌われた｢ラインの護り｣

｢ラインの護り｣のメロディは第一次大戦中の西部戦線では､少なくとも当

初､前線の双方で流れていた｡ドイツの兵士たちが歌ったことは言うまでもな

いが､イギリス側の塾壕でも､労働運動･社会主義運動を通じて広まったこの

歌の替え歌の､さらに戦場版の替え歌が歌われていた｡

詩人ロバート･グレイヴズは第一次大戦に従軍した際のかなり緻密な記録を

残しているが､そこから次のようなことを窺い知ることができる｡西部戦線の

塑壕は､時にわずか数十メートルの中間地帯を挟んで両軍が対時しているとこ

ろもあり､非戦闘時には両軍のあいだに会話が成立することもあった｡開戦か

ら1年ほどのち､まだ西部戦線が完全には膠着状態に陥っていない1915年夏

のことである｡ ｢ドイツ語の話せる中隊将校がメガホンを使い､積まれた煉瓦

の間から『おーい､みんな元気かあ(Wiegeht'slhnen,Kameraten)?』と叫

んだ-o/すると相手は『なにい､ドイツ語がしゃべれるのかあ(AchTommy,

hastdudenDeutschgelernt)?』と嬉しくてたまらないと言いたげに叫び返し

た｡ [中略]苛立たしげな声と爆笑の錯綜するなか､ドイツ車の塾壕から『ラ

インの護り(DieWachtamRhein)』を合唱する声が上がった｣(58)｡イギリス

の兵士たちは､ドイツ側の塑壕から聞こえてくる合唱曲が｢ラインの護り｣で

あるとわかっていたし､どうやら自分たちもその替え歌らしさものを歌ってい

た｡兵士は｢大抵が内陸地方の出身者とあって､ウェールズの賛美歌より『す

ってんころりのサム(SlipperySam)』､ 『ラインの護りを緊張させたとき

(whenwe'veWounduptheWatchonthe Rhine)』､ 『すぼらしいミンスパイ

が大好き(IdolikeS'niceS'mincePie)』といった滑稽な歌をアコーディオン

の伴奏でうたった｡第二ウェールズ連隊の兵士たちは､ 『ラインの護りを緊張
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させたとき』のような[勇ましい]歌はうたいたくなかった｡彼らは負け犬の

歌みたいのしかうたわなかった｡/『俺は家に帰りてえ/ [中略]俺は死にたく

なんかねえ/家に帰りてえんだよう』/ [中略]同じ曲の替え歌は五つか六つ

あった｣(59)｡ 1871年のニューカスルで作られた｢おらタインで見張られて｣の

ような惨めな感じの何通りもの歌詞で口ずさんでいたのである｡社会主義/栄

働運動を通じて｢ラインの護り｣のメロディはイギリスの労働者の間に､それ

ほど是清していた｡

2)連合軍から消えた｢ラインの護り｣

しかし､前線の両側で敵軍どうしが同じ歌を歌うのは､第二次大戦において

連合軍側が｢リリー･マルレーン｣をしばしば禁止したように(60)､指揮官に

とって好ましいことではないだろう｡殊に借用したイギリス側にとっては､そ

れがいかにイギリス兵の間に定着しているとはいえ､イギリスの文化的な対独

依存を敵軍の前で表明しているようなものである｡兵士たちの問でも､しじゅ

う敵の塾壕から聞こえてくる敵の軍歌･国歌と同じ調べで歌うわけにはいかな

くなったに違いない｡第一次大戦で｢ラインの護り｣を捨てようとしたのはイ

ギリス兵だけではなく､後述のとおり､イェイル出身のアメリカ兵たちも同様

のことを考えた｡こうして､ ｢ラインの護り｣はイギリスでは葬り去られ､第

一次大戦中に出版された『社会主義日曜学校歌集』 (1917年)には収録されて

いないし､これが歌われた形跡は後を絶つ｡これに対して｢ラ･マルセイエー

ズ｣の方は『社会主義日曜学校歌集』に二種類の替え歌(資料6-8はその

うちの一つ)(61)が､ 1955年の『労働党歌集』には元の名で掲載されている

(資料6-9) (62)｡

第一次大戦後のヴェルサイユ体制でアルザスとロレ-メ-｢ラ,マルセイ

I-ズ｣の発祥の地-は再びフランス領となった｡ラインラント-ライン

河中流域の西側､つまり｢ラインの護り｣の発祥の地-も戦後､連合国に占

領されたから､ ｢ラインの護り｣はまた｢防衛的｣な響きを帯びるようになっ

た｡だが､この響きを背景にしてナチズムが興隆するとともに､この歌はすぐ
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資料6-8 『社会主義日曜学校歌集』 (1917年)の｢ラ･マルセイエーズ｣
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I Ye sons of freedom. wake to gloryl

Hark! hark! what myriads bid you rise!

Your children. wives. and grandSires hear)〟.

櫨ehold their tears and hear their cries-

Hehold their tears and hear Meir cries-

Slln=　halelul tJranls, mischief bre拙ng,

with hireling hosts a ru鮪●n band.

A捕ght and deso一ate the 一and.

while Peace and liberty lie bleedingr

tI :-I-

HeI:- I -

出典: The National Council of Socialist Sunday School Unions ed., The Socialist Sunday School Hymn Book,

1917, Song No. 59.
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To armsl to arms! ye bravel

The ayenging sword unsheathl

March onl march cn!

AIi hearts resolYed

On l融rly or death!

2 See hotp the d.li咄erOuS Storm is romng.

which tyrant kings confederate raise;

The dogs ol war let l00se are h0両ing･

And lot our Gelds and cities bia塞e-

And loI our 6elds and cities blaze"

shall we base一y view the ruin

while laWteSS force. with gllmy stride.

spreadS deso一ation far and wide一

肌,im crime and bl00d lheir hands imbruinl?

To arms! to arms. elc.

s With ltJ意ury and pride surrounded.

The vi一e. insatiate despots dare一

丁heir thirst for pride and power untnunded-

To mete and vend the light and airi

To mote and vend the light and air･

Like beasts ol burden wou一d they 一oad us;

Like godl tmutd bid their stapes adore-

But man is man. and who is more?

Then shall they longer lash and goad us7

To armsl Io arms. etc.

I 0 1itlerly! can Imp I.eSign thee'

Once 賀aying lelt thy generous name?

can dungeons. tN}ltsl or b･ws Conhne thee,

Or whips一1-y noble spirit tame?

Or whips thy noble spirit tamer

Too long the n･ortd ntLS tmPtl beyyailing

Th.lt talSeh00d's dagger tl･rants n'ieldP

But Freedom it our sword nnd shie一d.

And aIl their arts are unavailing.

To arms! to arms. elc･

Rouc議n重LlSLt.
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資料6-9 『労働党歌集』 (1955年)の｢ラ･マルセイエーズ｣
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出典: The Labour Parb, Song Book, 1955, p. 9.
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に侵略的な調子を復活させた｡映画『カサブランカ』の歌合戦のシーンは､そ

うした極端にあった｢ラインの護り｣を描いてはいるのだ｡

3)第二次大戦後の国歌

第二次大戦後のドイツでは｢ラインの護り｣はまず歌われることがない｡元

来ナチの歌ではないから｢ホルスト･ヴェッセル･リート｣のように葬り去る

必要はないのだが､やはりあまりにも重い過去をたくさん背負いすぎているの

である｡ 1988年に出版された『ドイツ歌集』(63)には､もちろん､掲載されては

いる｡だが､ ｢ラインの護り｣という本来の題名は-隠蔽されて､第1節の歌い

出しの1節｢叫びの轟くは雷鳴のごとく｣が題名に代用されているし､ 6節か

らなるシュネッケンブルガ-のオリジナルの詞のうち､フランスへの敵情心

(｢汝ラインよ､卑しきフランスに下属するなかれ｣)を露骨に表現した第4節

はきれいさっぱり削除されている｡戦後ドイツにおける｢ラインの護り｣の運

命はドイツ国歌とよく似ている｡

戦後新たにH.アイスラーが国歌｢廃墟から立ち上がり｣を作曲した東ドイ

ツに対しで64)､西ドイツは､初代首相アデナウアーの主張にしたがって､元

の国歌(第一次大戦後に制定されたハイドン作曲､ホフマン･フォン･フアラ

スレ-ベン作詞のもの)を改めて採用したが､原作の第1節と第2節(｢ドイ

ツの女､ドイツの誠､ドイツのワイン､ドイツの歌｣を称揚するいささか脳天

気な詞)を捨てて､ ｢統一､権利､自由｣という戦後西ドイツにも通用する価

値を謳った第3節だけを国歌に採用した(65)｡第1節の｢世界に冠たるドイツ

(Deutschlanduberalles)｣の部分は､もちろんこういう意味で解釈すること

もできるが､ホフマン･フォン･フアラスレ-ベンの意図はトマス･マンが指

摘したように(66)､まだ国家になっていない自分たちのドイツを｢何よりも大

切なドイツ｣と愛おしむような感じであったかもしれない｡それが｢ラインの

護り｣と同じように侵略的で国粋主義的な｢世界に冠たるドイツ｣の意味を帯

びてしまったのだ｡もっとも､過去をそこまで削ぎ落としてもドイツ国歌は､

儀式の際に演奏されることはあっても､歌われることはほとんどない(67)｡
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歌そのものには罪はないが､こういった歌はそうあっけらかんと歌えるもの

ではない｡敗戦国だから真剣に過去を反省したという面はあるだろう｡しかし

愛国的な歌がはやらないのは敗戦国だけの現象ではない｡ベルギー国民の過半

を占めるフラマン人の中には公式のベルギー国歌(68)を頑として歌わず､その

代わりにフラマンの民族歌を歌う者がいるし､ワロンであれフラマンであれお

よそ国歌や民族歌は自分では歌わない､あるいは歌詞を覚えていないので歌え

ないという者がいる(69)｡

英仏は近代世界の覇者であり､かつての帝国はほぼ解体したとはいえ､敗戦

という｢反省｣の機会のない国である｡だが､そこでも国歌は元気よく歌われ

るという状況には程遠い｡ ｢ラ･マルセイエーズ｣は外国の労働歌には残って

いるが､当のフランスでは映画『カサブランカ』や『ラ･マルセイエーズ』に

描かれているように､胸を張って歌われる国歌ではなくなっている｡確かに

20世紀に入ってもフランスは｢ラ･マルセイエーズ｣を国歌として堅持して

きた｡ 1911年の文部大臣通達は｢1, 6, 7節の暗記｣を求めたし､第二次大戦

後の憲法でも国歌として規定されている｡ 1985年には｢『ラ･マルセイエー

ズ』は学校で学ばれ歌われなければならない｣とする文部大臣見解が出された

が､教育現場には影響力を持ちえなかったと言われている(70)｡すでに独仏和

解とヨーロッパ共同体の形成を見たあとに｢ラ･マルセイエーズ｣は堂々と歌

える雰囲気の歌ではなくなりつつあった｡野蛮で血腫い歌詞に遽巡するフラン

ス人も多く､ 1989年の革命200周年に際して｢ラ･マルセイエーズ｣と折り

合いの悪かったカトリック教会のピエール神父が歌詞改変を提案したし､ 1992

年アルベールヴィル冬期オリンピックの後には大統領夫人を中心として歌詞改

変運動が起きているほどだ｡

イギリス国歌は､おそらくオランダ国歌に次いで世界で最も古いものの一つ

で先に述べたとおりさまざまな国歌に転用され､国歌の元祖といってもよい｡

イギリスは慣習の積み重ねで成り立ってきた社会だから国歌も制定されたこと

はない｡したがって強制力も法的にはない｡かつては儀式で演奏される際にほ

とんどの人が起立･斉唱したと言われるが､おそらく現在では､起立し､かつ
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歌う人は半分に満たない｡しかもこれは儀式に参加するような､どちらかと言

えば｢秩序派｣の中での比率である｡

4)　日本とアメリカでの｢ラインの護り｣

カール･ヴイルヘルムの作曲したこの歌は､実は日本では古くから歌われて

いる｡同志社のカレッジ･ソング(Onepurpose, -･･･ForGod,forDoshisha,

andNativeLand.)(71)が同じメロディを借用しているからだ｡同じ男声合唱曲

だから､歌詞を知らなければ元の｢ラインの護り｣と判別するのは難しい｡か

って同志社高校を卒業した方がアメリカ留学中に親しくなった牧師さんに母校

の校歌を披露したところ､ ｢彼は顔色を変えて『それは､きわめつけのドイツ

車国主義の歌だ』と注意してくれた｣そうである(72)｡ ｢きわめつけのドイツ車

国主義の歌｣かどうかはともかくとしても､なぜ同志社はドイツの愛国歌を採

用したのだろうか｡ご存じのとおり同志社は新島裏とアメリカ人宣教師が始め

た学校であり､ドイツとの縁は薄いはずである｡

『同志社九十年小史』によると､この英語版の校歌ができたのは1908年だが､

そのころ､ ｢宣教師ギュリッキ氏(SidneyLouisGulick)がエール大学の校歌

集を学生等に与えて合唱を教えたところ｣､学生の間から校歌がほしいとの声

があがり､当時､京都三条のYMCA会館建築の工事監督のため滞在していた

アメリカ人建築技師で詩作を趣味とするヴォリーズ(WilliamMerle

vorries)に依頼してできたものである｡ヴォリーズによれば｢曲は最も青年

らしくて元気に満ちたカール･ウイルへルム作の``ラインの守り"を用い｣た

のだが､当時､同志社に在勤していた宣教師のコブ(EdwardScribner

Cobb)にその点を相談したうえで､その曲に合うように作詞したのであっ

た(73)｡

では､なぜ､同志社の宣教師たちも､アメリカ人建築家も､この歌を知って

いたのだろうか｡実は｢ラインの護り｣は19世紀未にはアメリカの一部にす

でに定着していたのだ｡イェイル大学の校歌``BrightCollegeYears''も｢ラ

インの護り｣のメロディを借用しているのだが､同志社はこれをイェイルの歌
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集から又借りしたのである｡

イェイルでは古くから｢ベートーヴェン協会｣や｢セシリア協会(Cecilia

Society)｣のような音楽サークルが盛んであったが､そうした場では殊にドイ

ツの合唱曲が好まれており､合唱大会なども開催されていた(74)｡ 1881年に､

グリー･クラブの会長であったメリル(JohnF.Merril)は､同学年の学級詩

人(ClassPoet)のデュランド(HenryS.Durand)に作詞を依頼した｡デュ

ランドが｢君が曲を志してくれるなら､ジャック､やってみようじゃないか｣

と答えたため､一瞬考えた後､メリルは｢ラインの護り｣を口ずさんだ｡その

調べが気に入ったデュランドは直ちに部屋に戻り､三十分後には詩の草稿を携

えて戻ってきた｡こうしてできた歌はグリー･クラブだけでなく､多くの学生

にも好まれ､非公式ではあるが事実上の校歌(unofficialalmamater)になっ

たのである｡

おそらく､普仏戦争とドイツ帝国成立の後､事実上の国歌となったこの歌を

ドイツに留学したアメリカ人がイェイルに伝えたのであろう｡ただし､デュラ

ンドの作詞のあと､グリー･クラブ指揮者のシェパード(TomShepard)が

多声部に編曲したうえで同会のレパートリーにされたというから､伝えられた

のは合唱譜ではなかった可能性が強い(75)0 19世紀末にはイギリスでも学生歌

をはじめとしてドイツ合唱運動のさまざまな成果が輸入されているから､ドイ

ツに留学して､その｢豊かな合唱文化｣に触れ､それをイェイルに根付かせよ

うとしたアメリカ人がいたのであろう｡なにしろ19世紀ドイツの音楽文化の

厚みは絶大で､経済力に勝る英米も音楽では完全な輸入国だったのだ｡

第一次大戦末期､パリに駐屯していたイェイル卒業生たちは､この校歌を

｢ラ･マルセイエーズ｣の調べで歌うことを始めたのだが､ここに､ ｢ラインの

護り｣を忌むべき象徴とし､ ｢ラ･マルセイエーズ｣に自分たちの尊重する諸

価値を割り振ろうとする-どうしたわけか､自分たち自身の調べは登場しな

い-映画『カサブランカ』の歌合戦のシーンと同じ回生の原型を見出すこど

ができよう｡戦後､イェイルの学生会は学部の集会からこの歌を排除すると決

定し､さらに同窓生にも同調を求めた｡しかし､ 1920年春に実施されたアン
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ケ-ト調査では､同窓生諸クラブのうち21が元の調べを支持し､改変に賛成

したのは5クラブにすぎなかった(76)｡こうして､イギリスからこの歌を一掃

してしまった第一次大戦という危機を､イェイル大学校歌はからくも切り抜け

たのである｡

4　むすびにかえて

社会主義/労働運動は､ネインョン/ナショナリズムの歌を乗っ取ることで､

民衆のアイデンティティの組み替えを図った｡人々を大義に結集するという点

ですでに実証済みであった歌を流用することは､手っ取り早く､しかも効率的

であった｡ 19世紀未に歌を獲得した社会主義/労働運動は､確かに､急速に

勢力を伸張した｡しかし､第一次大戦は､インタナショナリズムを唱えてきた

社会主義にとって理論的に一つの蹟さであっただけでなく､社会主義･労働運

動が乗っ取った歌にとっても蹟さであった｡歌を構成する詞には､ネインョ

ン/ナショナリズムとは異なる独自の意味を込めることができだが､より身体

感覚に近い曲を共有したのが蹟きの原因であった｡戦場の彼我で同じメロディ

の歌が歌われることは､充分に警戒されねばならない事態だったからである｡

｢ラ･マルセイエーズ｣の方は戦勝国の歌だし､共産主義運動が各国に広め

たから､第一次大戦後も革命歌としてあちこちに残った｡しかし､それは運動

の中に制度化された形で､歌集の中に残ったにすぎない｡いまや｢ラ･マルセ

イエーズ｣は､スポーツの国際試合か､儀式のときに､再び国歌としてのみ歌

われている(あるいは流されている)にすぎない｡社会主義/労働運動は

｢ラ･マルセイエーズ｣を乗っ取ることにも成功しなかったのだ｡

正確に言えば　歌の乗っ取りに失敗したのではない｡ネインョン/ナショナ

リズムとは初めから切断されたところで生み出されたかの｢インタナショナ

ル｣もいまや歌われない｡つまり､社会主義/労働運動は､ネインョンとして
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のアイデンティティや､ネイションに向かうパトリオティズムを､自分の側に

組み替えることに失敗したのである｡ ｢インタナショナル｣を国家ぐるみで制

度化した社会主義国ですら､社会主義への忠誠心を安定的に調達することはで

きなかった｡

もちろん､第二次大戦後のヨーロッパでネインョン/ナショナリズムが情緒

的･感性的に発現する機会は､ 19世紀あるいは20世紀前半に比べて､大きく

制約されてはいる｡しかし､それはまさに情緒･感性･身体感覚のレヴェルで

頑強に生き残っている｡ネインョン/ナショナリズムが､自己の形成とともに､

情緒的･感性的なアイデンティティを強固に獲得し､その歌やシンボルを確立

し､それが2世紀を超えて生き残っていることの方が奇跡だと考えられないだ

ろうか｡第一次大戦後のヨーロッパでは､ネイション/ナショナリズムがさま

ざまな災厄をもたらし､経済的･政治的･軍事的にも大きな限界を有すること

は知られるようになってきたのだから､情緒的なナショナル･アイデンティテ

ィがスポーツの試合で突如発現するのは､ほとんど驚異的な出来事ですらある｡

ヨーロッパ統合の社会的側面に関心を持つ者は､ヨーロッパ･アイデンティ

ティの弱きを問題にしてきたが､社会主義も同様な弱きを有していたことを確

認した本章にとって､問題とすべきはネインョン/ナショナリズムの奇跡的な

強さの方である｡理性･合理性のレヴェルではさまざまな弱点と限界を抱えな

がらも､情緒･感性･身体感覚のレヴェルではごく早期から強固なアイデンテ

ィティを調達しえたのはなぜか､それが現在まで生きながらえているのはなぜ

か､ ｢ヨーロッパ｣にも｢社会主義｣にも欠如した何をそれは備えているのか｡

これらが､二つの歌の二世紀を検討してきた結果､現れた問題である｡現に存

在し､目に見えないほど深く根を張り､ロゴスでとらえきれないものが､その

正体であろうか｡これを敵視しても無視しても､ヨーロッパは｢社会憲章｣を

越えて､大きな寄る辺となることはおぼつかない｡むろん､その正体を暴くこ

とは､ヨーロッパが巨大な単一の新ネインョンに変貌する-それゆえ､ ｢外｣

と｢内なる異物｣を際立たせる-危険性に道を開くから､この問いを解くこ

とは両刃である｡
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こうした､本章のもともとの問題に関することがらとは別に､歌に注目する

ことから導き出されたであろういくつかのことを述べて､章を閉じることにし

よう｡第一に､ある歌の意味や感じは歌う者と聴く者とのあいだでは､さらに

細かく言えば　歌う者と歌わされる者のあいだでも異なる｡第二に､歌の意味

や感じは状況に応じて､かなり急速に変化する｡防衛から侵略へとほとんど逆

向きに変化することすらある｡第三に､第二次大戦後のヨーロッパでは明らか

に､自分たちのネインョンを他のネインョンとの敵対関係の中で捉えようとす

る国歌はかつてのように元気ではないが､それにかわる｢われらの歌｣は登場

していない｡歌の商品化がここまで進んだ状況でも音楽産業はネインョン/ナ

ショナリズムの歌に代わるものを供給しえていない｡ 1992年バルセロナ･オ

リンピックの開会セレモニーは､スペイン-カステイ-リャ色でも､カタル一

二ヤ色でも演出できなかったから､シラー-ベートーヴェンの｢ヨーロッパ讃

歌｣を全面に出した｡しかし､この｢ヨーロッパ色｣はその後も定着している

ようには見えない｡人々に長期にわたって一つの歌を提供しえたのはネインョ

ン/ナショナリズムだけであり､社会主義/労働運動は擬似的に､しかも､た

かだか数十年間､歌を提供したにすぎない｡かくして､また上述の両刃の問題

に戻ることになる｡

注

(1)第17回よこはま21世紀フォーラム実行委員会｢ヨーロッパ統合と日本｣

(『横浜市立大学論叢』社会科学系列､第52巻第2号)第2部の諸論考(ハル

トム-ト･ケルプレ､ロベール･フランク､ミシェル･デュムラン､小島健､

廣田功､雨宮昭彦､小野塚知二､永峯三千輝)を参照されたい｡

(2) R.Coudenhove-Kalergi, Pan-Europe, 1923がその好例だが､ J〟 M.

Keynes, The Economic Consequences of the Pease, 1919,あるいは連合国通

貨会議における彼の｢国際決済同盟[国際中央銀行]｣提案(1943年)も､

国民経済の利害のみにとらわれているのがもはや現実的でも合理的でもない

ことを示唆している｡

(3)正確で明快な定義は困難だが､ここでは､物の豊かさと勤勉を尊ぶ､近代

産業社会の暗黙の教義と理解しておこう｡

(4)むろん､社会主義･労働組合主義はネイション/ナショナリズムと競合し
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ただけでなく､自由(｢積極的な自由の実現｣)やインダストリアリズム(｢社

会主義的な産業化と科学技術｣)をめぐって資本主義とも競合した｡ネイショ

ン/ナショナリズムが資本主義と共存しえたからといって､社会主義･労働

組合主義のネインョン/ナショナリズムとの競合を資本主義との競合に回収

することはできないだろう｡

(5)本章はネインョン/ナショナリズムと社会主義/労働運動の競合的な面に

注目するが､両者が常に排他的な関係にあったことを意味しない｡この2世

紀の両者の間に何があり､いかなる関係が形成されてきたかは乱暴に要約す

ることを許さないほど複雑である｡この点については､ E.∫.Hobsbawm,

Nation and Nationalism sinc･e 1 780.･ Programme, Myth, Reality, 1990, 2nd

ed.,1992 (浜林正夫･嶋田耕也･庄司信訳『ナショナリズムの歴史と現在』

大月書店､ 2001年)､殊に第5章を参照されたい｡特に､社会主義インタナ

ショナリズムがしばしばナショナリズムと調和しながら地歩を獲得したとの

指摘は､ヨーロッパ統合史を考察する際にも示唆に富む｡

(6)　この点では､酒井健『ゴシックとは何か-大聖堂の精神史』講談社現代

新書､ 2000年が示唆に富む｡

(7)泉井久之助『ヨーロッパの言語』岩波新書､ 1968年､田中克彦･H.ハ-

ルマン『現代ヨーロッパの言語』岩波新書､ 1985年を参照｡

(8) ｢歓喜に寄す｣は欧州議会によって1972年に｢ヨーロッパ讃歌(European

Hymn)｣として採用され､ 85年にECもこれにならったが､およそ定義して

いるとは言い難い状況にある｡これをEUの象徴と定めるシンボル条項を盛

り込んだEU憲法草案が2003年7月に公表された(『朝日新聞』 2003年10

月1日付参照)｡このほか､ ｢ヨーロッパ｣の可視化と具象化については､上

原良子｢EUの文化政策と『市民のヨーロッパ』の形成｣ NIRA 『欧州統合

の歴史と現在』 NIRA政策研究2001 Vol.14,No.12,2001年､ 48-51頁を

参照されたい｡

(9)企業の擬似共同体的性格は20世紀日本企業に固有と考えられがちだが､決

してそのようなことはない｡アメリカの大企業についてはSanfordJacoby,

Modern Manors: Welfarle Capitalism since the New) Deal, Princeton univer-

sityPress, 1997 (田中-秀ほか訳『会社荘園制』北海道大学図書刊行会､

1999年)､ドイツについては田中洋子『ドイツ企業社会の形成と変容-ク

ルップ社における労働･生活･統治』ミネルヴァ書房､ 2001年､イギリスに

ついてはRobert Fitzgerald, Bn'tish Labour Management & Industrial Wel-

fare 1846-1939, Croon Helm, 1988 (山本通訳『イギリス企業福祉論-イ

ギリスの労務管理と企業内福利給付: 1846-1939g　白桃書房, 2001年)､ま

た､拙稿｢『管理の不在』と労使関係-戦闘期イギリス機械産業における労

務管理｣ (大河内暁男･武田時人『企業者活動と企業システム』東京大学出版

会､ 1993年)を参照されたい｡
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(10)むろん､この呼称は､第二次大戦中の徴用･強制連行･捕虜などからなる
｢外国人労働者(Fremdarbeiter)｣と区別するために考案された語であるが､

｢客人｣の冠称に､異物流入の唯一の公認形態が表現されている｡

(ll)これらの諸点は､ 1993年に横浜市立大学商学部が中心となって開催した

21世紀フォーラム｢グローバル化時代と外国人労働者-21世紀社会のた

めの人的資源開発｣で筆者が議論したかったことの延長上の問題でもある｡

小野塚『概観:外国人労働者問題-日本の現状と海外の経験』 (第9回よこ

はま21世紀フォーラム実行委員会､ 1992年9月)､殊にそのV(3)を参照さ

れたい｡

(12)スウェーデンの1935年不妊法をはじめ､デンマーク､ノルウェー､フィ

ンランド､スイスなどの諸国で1920年代から1970年代にかけて不妊法･断

種法が施行されていた｡ ｢社会的に劣った者｣や｢多産の独身女性｣ 〟 ｢ジプシ

ー｣･｢性的異常者｣など｢人種的に望ましくない者｣を選別した上で不

妊･断種手術の可否判断権を医師ないし裁判所に付与した｡福祉コストの削

減が直接的な目標であったとされているが(『朝日新聞』 1997年8月30日付､

ほかに同紙8月26日付夕刊､ 8月29日付夕刊)､まさに福祉国家が､ ｢内な

る異物｣をあぶり出し､優生学的に処理してきた､最もグロテスクな例であ

るといえよう｡石原俊時｢スウェーデン福祉国家における正統性の危機｣ (木

村靖二･中野隆生･中嶋毅編『現代国家の正統性と危機』山川出版社､ 2002

年)も参照きれたい｡

(13)福祉国家が｢生の管理と規格化された身体を作り出す｣面と優生思想との

関連については金井淑子｢福祉国家の暗部へ-生･身体の管理､とりわけ

女性への｣ (樺山紘一一ほか編『20世紀の定義3　欲望の解放』岩波書店､ 2001

年)を参照されたい｡

(14)岡伸一『欧州統合と社会保障-労働者の国際移動と社会保障の調整』ミ

ネルヴァ書房､ 1999年､ 206-211､ 401-407頁参照｡

(15)市場原理主義/｢グローバリズム｣/新自由主義をヨーロッパにとっての
｢外的脅威｣や｢内なる異物｣に仕立て上げるという選択肢がありうるか否か

は､ ｢第三の道｣論の目指す方向に関わる問題だが､現時点ではまったく不分

明といわざるをえまい｡

(16) Casablanca, directed by Michael Curtiss, scripted by Julius Epstein et

al一, presented by Warmer Brothers, 1943.

(17) La Grande Illusion, realisation de Jean Renoir, scenario et dialogue de

Charles Spaak & Jean Renoir, Paris-Studios-Cinema, 1937.

(18) La Marseillaise, realisation de Jean Renoir, scenario et dialogue de

Jean Renoir, Carl Koch & N. Martel-Dreyfus, Paris-Studios-Cinema, 1938,

(19)シャルル･スパークおよびスパーク家の文化的背景については､ Janine

Spaak, Charles Spaak: man marl, Editions France-Empire, 1977を参照｡
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(20)ポール･アンリ･スパークについては､ ∫.H.Huizinga,MrEurope:A

Political Biography of Paul Henri Spaak, Weidenfeld & Nicolson, London,

1961, Paul Henri Spaak, Combats inacheues, (1) De l'Zndependance a l'Alli-

ance, (2) De l'e¢oir auk deceptions, Fayard, Paris, 1969, Jacques Willequet,

Paul Henri Spaak: un homme des combats, La Renaissance du Livre, Brux-

elles, 1975,および､ Michel Dumoulin, Spaak, Editions Racine, Bruxelles,

1999を参照｡

(21)　Hermann Wendel, Die Marseillaise.I Biog71aPhie einer Hymne, Ziirich,

1936,S,133-134､および吉田進『ラ･マルセイエーズ物語-国歌の成立と

変容』中公新書､ 1994年､ 210-216頁参照｡

(22)　Watch on the Rhein, directed by Herman Shumlin, Scripted by Dashiell

Hammett on the original text by Lillian Hellman, Warmer Brothers, 1943.

(23) ｢ラ･マルセイエーズ｣の生成､伝播と変容については､以下の文献を参

照した｡ Louis Fiaux, La Marseillaise.･ son histoiγe dons l'histoire des

FranQais depuis 1792, auec un portral.i ine'dit de Rouget de Lisle, d'apre-s

Boilly et diKgraUureS hors texte, Paris, 1918, Wendel, a. a. 0.,吉田前掲

『ラ･マルセイエーズ物語』｡なお､この歌のメロディはよく知られているが､

公認の楽譜および歌詞についてはFiaux, oP. cit.,pp.393-399を､また､ごく

標準的なピアノ伴奏譜は資料6-9をそれぞれ参照されたい｡

(24)　Robert Alexander Schumann, Romanzen und Balladen, Heft2, Op. 49-1

``Die beiden Grenadiere'', 1840, Text yon Heinrich Heine.

(25) mTp MJIb胴LIa融oBCK繭, ro雅･eCTBa醐J佐ePWPa "1812roP'', Cog. 49, 1880.

(26) JTeB H脈OJIaeB皿ToJlCTM, BoHma〝MhP , 1865-69.

(27)フイオーは､ディ-トリヒをロレ-ヌの旧家デイディエ(Didier)のドイ

ツ風表記だとしている｡ Fiaux, oP. cit.,p. 24.

(28) 1793年に､フランス語を母語とする者が1100万人に対して､フランス語

を理解するがそれ以外を母語とする者が600万人､そのほかにフランス語を

まったく理解しない者が600万人いた(田中克彦『ことばと国家』岩波新書､

1981年､第4章)｡つまり､全人口の過半はフランス語を母語としていなか

った｡

(29) Johann Gottlieb Fichte, Reden an die deutsche Nation, 1808 (Immanuel

Hermann Fichte hrsg., Fichtes Werke, Band7, Berlin 1971,石原達二訳『ド

イツ国民に告ぐ』玉川大学出版部､ 1999年)｡
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第7章

``マイノリティ''のヨーロッパ

-"社会文化的な島々''は､ ``混交､混成し､重合''する

アルベルト･メルレル


